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I 研究の目的
国語科の読解指導で ，文学的文章の心情を読み味わうととについての指導は ，最も重要であ!J，しか
も，むずかしい領域ー分野の一つでihる。文学的文章の指導の成否は ，文字・語句・文 文ー章などK関
する基礎的左読みの力(1(よる ζとはもちろん ，読解指導をとなして生徒が心情を味わい ，自己の人間性
を形成するとととたいそう関係が深い。
しかる1'[，文学的文章の解釈や指導の方法についての説は多岐にわたり ，国語教育学界でも ，笑際指
導C場でも決定的在意見の一致がみられない現状である。
とのととから今年度は ，4日年度全国学力調査の文学的文章に関ナる問題をとりあげ，次の目的で分
析的研究を行在った。
a 生徒の文学的文章の基礎的左読解の様相を検討する ζと
b 生徒の文勃守文章になける心情を味わう様相を検討するとと
C 文学的文章の指導上の留意点とその評価のあり方の改善をはかる ζと
以下 4日年度全国学力調査問題を調査問題といい，個々の問題を示す大問囚の40場合は，調回
4のように示す。同様 ，分析的問題の場合は，分回 4のように示す。
E 研究 の内容と方法
1 研究の対象としてとりあげた調査問題とそのねらい ，
bよび正答率
第3学年大間囚 1 i文脈の中での語句の意味や用法の理解」をみる問題
文学的文章('( 2 
関ナる問題 3 i文脈の中での文の意味や用法の理解」をみる問題
4 i文章の中K書かれている人間の心情を読み吠わう力Jをみる問題
5 i文章の中κ蓄かれている情景を読み味わう力Jをみる問題
調査問題合よび分析的問題は縦書きで提出されたものであるが ，本稿では ，両者とも横書
1:本 県 ーきで述べた。各問題のおのらんにあるト会主十一斗の中K不した数値は本県平均正答率 ，ト全思|
全国平均正答率を示す。
囚次の文章を読んで，あとの1，2，3，4，50聞いに答え左さい。答えは，ア，イ，ウ，エ，
オの中から ，最も適当なものを一つずつ選んで，解答用統のJ子'7)記号をOで囲みなさい。
ir夜の青果市場』なんて，なもしろい絵ができそうじゃ左いかっぽ〈も ，一度見に行ってみよ
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ぅ。 」私は乗り気を示した。
「一度見fていらっしゃると ，なも しろいと思います。昼間はやっていません。 夜だけです。 J
r;l'，>百姓さんたちが，昼間は野らで働いていて ，夜しか米られないからだろうねえ。 」
「野らK直結した市場だから ，よそVてある大きな市場なんかより ，かえって趣があると思います;'J
fぼくが興味を持つのも そと左んだω 野菜左んかもずっと新鮮だろうねえ。 j， (1)一一一一一一一
「新鮮ですよ。あの大根ゃκんじんの色が表現できたらすばらしいと恩うんですが，まだとても
できません。」と言って ，菌学生はしょげながら頭をかいた。
「それはきみK限ら左いζとで，画家を志す以上 ，だれでも凶っし ょうけんめい(2)取り組むべき
問題だよ。 Jと言って，私は慰めたの
とと(1[日照りの厳しかった晩 ，私は青果市場κ向かった。
ぞ港 己
青果市場は ，暗い夜間の中(1[，そζだけ明るく浮き出ていた。まわり K木立ちがあるので ，ひと
きわ濃い夜間だった。主t-_9をするざわめきも聞とえてきた。市場の前十亡はトラックをはじめ ，オー
ト三輪，リヤ}Jー ， 自転車左どがどちゃどちゃとしていて ，その聞を縫5て行かねば左らをかった。
主V，!
市場は棟の高い仮小屋で，その広い土間K並べられた野菜の列を目Kした瞬間 ，私はそのみどと
さに我を忘れてしまった。大根の白 ，キャベツの育 )VCんじんの赤，どぼうの黒 ，ねぎの白 ，トマ
トの赤，きゅうりの青などが，自のさめるような一盛り一盛りを入り交じらせて ，それが幾初IW も
並んでいるのだった。| い かれがたとい百年かかっても寄りつけ
'"っそう Kはない美しさだった。ピーマγや水蜜桃やし ょうがなども添えられていた。みょうがの芽な
どは ，小さ念ざるK入れられていた。私は ，やシ屋の前を通Pすがタ念がら ，しばしばそとに並べ
られてある野菜の美しきK目を簿われゐのだが，今とまっては ，物の数では左いように恩われてき
た。念 Vてよりそのみずみずしさ， しかもそれカト盛P一盛りの量から輝いているのだから，や会屋
の庖頭とは比べものKをらぬはずだった。
せDは ，この野菜の列の閣で，一盛り一盛Dについて行なわれた。仲介入とでもいうべき男を中
はち
(1[，ねじ鉢巻きゃ裸になったや辛子屋たちがひとかたま!?vc 7.とって ，口々 vc1直をせPながら ，徐々 K
移動した。
ふと気づくと，ひとDの(3)手ぬぐいかぶりをした老婆が，せりのかたまタの近づく先で ，ふとつ
すす
たねぎの白根を一本一本布ぎれでふいていた。きれい{f[濯がれて ，みがききったように見えるねぎ
を，そのうえKまたぬぐっているのだった。自分のねぎを引き立たせて， 少しでも高値でせり落と
させよう と丹精しているのにまちがいはなかった。 しかし， そう とばかPは言えなさそうだった。
自分の手で育てたねぎを今まさに手放さんとして ，最後の愛着をとめているものとも受け取られた。
こ
牛や馬の仔を市へ売!JK行って，ごリれK臨んで ，その毛並みをきれいK整えてやるのと同じ心理と
言えそうであった。
1 (1)士主主企室。の「そと」とは ，どん在 ζとをさすか。
ア ほかの大 き左市場のように趣があるとと
イ 夜だけ開いているなも しろい市場であるとと
ウ 青果市場は絵をか〈のK適しているとと
工 会百姓さんがせDをする市場であるとと
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オ 野らK直結している市場で趣も深いとと
2 (2)取D組むべき問題とは，どういう ζと治、
ア いつも新鮮な野菜を材料として美しい絵をかくとい うとと
イ 野菜1:J.どの自然の色どりをいきいきと表現するという ζと
ウ 大根ゃにんじんの形をたくみK表現するというとと
エ 市場Uてあるいろいろ念野菜を数多く絵κかくという ζ と
オ 野らからとってきたままの野菜をていねいKか〈というとと
3 文章仰のヒコκ入れる ζ とばとして ，次のどれがよいか。
ア ;j;、百姓さんが野らで働いていて
イ ぜりをする人がざわめいていると
ウ 画学生が自分の無力をなげいていたが
ヱ 市場の人がたくさんな野菜をならべても
オ 私がそのみどとさに驚いたに屯せよ
4 次のa，b，c，d，eの中氏は ，(31手ぬぐいかぶりをした老婆の気持ちを表わしたものが二
つある。その二つを組み合わせたものと して .次のどれがよい治、
a 自分が持ってきた野菜が高く売れないのでとまるG
b 野菜の売P簡をなるべく安くして ，お‘客を喜ばせたいb
c 売れ残った野菜と見えないようκ，よく洗ってま?とうo
d 野菜をきれいvcふいて ，できるだけよい値で売ろう。
、E 手放すとさまで ，扱いに心をとめてたいせつvcしたい、
ア aとb
エ dとE
イ bとE
オ eとa
ワ C とd
5 との文章の中(fCある描写として，あてはまらないものが ，次の中に一つある。それは ，どれ沙h
ア 昼と夜との市場の様子を対照的K描いている。
イ 市場の外の稼子や老婆の動作を描いている。
ウ 市場の内部の光景を目K浮かぶように錨いているc
ヱ さまざま左色彩や人々の動きを撒いている。
オ 夜の市場の内と外との光景を描いている。
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2 応答調査のねらいと方法
(1) 応答調査のねらい
国語の全国学力調査の分析的研究のねらいにもとづき ，研究の対象として第5学年の文学的文章K関
する問題を取Pあげた。との研究のねらいと ，対象とした調査問題とを各問題の相E関係や第2学年と
の関連Kたってみるため，以下述べる方法で応答謝査を行走った。
(2) 応答調査の対象とその方法
① 応答調査を行なった問題
a 第3学年
囚 1・2・3・4・5 図 11 . 2 図1I1 . 2 回 11・2 囚 11・2
囚 III・2
b 第2学年
回 1・2・3・4・5 図 1・2・3 ・4・5 回 11・2 回 11・2 囚 且1・2
@ 応答調査の対象K した生徒
Z年 ，3年とも ，3か校より 1学級ずつ計3学級の生徒会員を対象とした。
2年，1 3 0人， 3年，1 3 2人
① 応答調査実施の時期
昭和4日年7月
以下調査問題の応答~ ， 正答率などとあるのは ， との応答調査の結果のととを指す。
3 分析的問題とそのねらい， jコ、よ び正答率
囚 1 文学的文章「文脈の中での語句の意味や用法の理解」
2 " 
3 I文脈の中での文の意味や用法の理解J
4 I文章の中K喜かれている入閣の心情を読み味わう力」
5 I文章の中に蓄かれている情景を読み味わっ力J
回は調査問題と閉じ
図 1 (1) I生徒の調査問題K応答したときの文章の読み取りや考え方をみるJ
(2) 
(3) " 
2 (1}(2) I生徒が分囚 3で亡コκ入れる選択肢を選んだ根拠とその前後の文
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3 (1) 
(2) 
(3) 
(4) 
回
章の読み方をみる。 J
「生徒が文章全体K書いてある事がらや情長を ，との程度正しく 読み取り ，
読み味わっているかをみる。」
1/ 
1/ 
「ζの文章全体の表現から生徒はどのようK心情を読み味わうかみる。」念
会，との問題の補足として因も考え合わぜる。
囚 1 (1) 「ζの文章の最後の段落K出てくる語句の理解力と分囚 4の老婆の心情を読
み味わう力との関係をみる。」
回
国
(2) 
(3) 
(4) 
(5) 
2 
3 
4 
5 
1/ 
1/ 
" 
「ζの文章の最後の段落K出てくる語句や文の理解力と分囚 4の老婆の心情
を読み味わう力との関係をみる。」
11 
11 
「ζの文章の最後の段落の老婆の気持ちを生徒各自はどう感じ取っているか
をみ，分囚 4の老婆の心情を読み味わう力との関係、をみる。 J
「ζの文章全体をと合して生徒各自はどのような受け取り方をしているかをみ ，
各分析的問題の容考lてする。 I
各問題の右らんにある数値は調査対象生徒10日人の正答率と正答人数とを示ナ。
次の本文を読んで回から固までの問いK答えなさい。
本文
r r夜の青果市場』なんて ，公もしろい絵ができそうじ宇ないか。ぼくも ，一度見に行って
みよう。 j私は乗D気を示した。
「一度見κいらっしゃると ，訟もしろいと思います。昼間はやっていません。夜だけです。J
r ;h'百姓さんたちが，昼間は野らで働いていて ，夜しか来られ念いからだろうねえ。 J
「野らK直結した市場だから ，よそUてある大き在市場1.tんかより ，かえって趣があ.ると思い
田|ます。 J
「ぼくが興味を持つのも ，(1)全主主ム室。野菜念んかもずっと新鮮だろうねえ。 J
f新鮮ですよ。あの大根ゃにんじんの色が表現できたらすばらしいと思うんですが，まだと
てもできません。 」と言って，画学生はしょげ念がら頭をかいた。
「それはきみK隙ら左い ζとで，画家を志す以よ ， だれでもいっしょうけんめい(2)lf~.!?盟主
、ぺき問題だん」と言って ，私は慰めた。
〆とと~臼熊P の激しかった晩 ， 私は青果市場K向かった。
l やみ E 
| 青果市場は，暗い夜閣の中~，そとだけ明る〈浮き出ていた。まわりに木立ちがあるので，
図|ひときわ濃い夜間だった。ぜりをするざわめきも聞とえてきた。市場の前にはトラ yクをはじ
一?ー
|め ，オート三輪，!Jヤカー，自転車などがどちキどちゃとしていて ，その閣を縫うて行かねば
にならなかった。
市場は12の高い仮小屋で ，その広い土間同べられた野菜の列を自にした瞬間，私はそのみ
どとさに我を忘れてしまった。大根の白 ，キャベツの青 ，にんじんの赤 ，どぼうの黒，ねぎの
白 ， トマトの赤，きゅう P の青左どが ， 自のさめるよう宏一盛り-~!J を入 D交じらぜて，そ
れが幾71JI'Lも主主んでいるのだった。 ，かれがたとい百年
みつ
回|かかっても寄りつけそう附念い美しさだっ九ピーマンや水蜜挑やしょうが左ども添えられ
ていた。みょうがの芽などは ，小さなぎるK入れられていた。私は ，や公民の前を通りすがP
ながら ，しばしばそζK並べられてある野菜の美しさK目を議われるのだが，今となっては ，
物の数では左いようK恩われてきた。なによDそのみずみずしさ，しかもそれが一盛り一盛D
の量から輝いているのだから ，や会屋の庖頭とは比べものtてならぬはずだった。
/ せりは， ζの野菜の列の聞で ，一盛P一盛!?I'Lついて行なわれた。仲介入とでもいうべき男
囚|を中I'C，ねじ寝巻きゃ裸Kなったやか屋たちがひとかたまり陥って ，口々 K備をせりながら，
k徐々 K移動した。
ふと気づくと，ひとりの(3)手泳ぐいかぶりをした定婆が，主 PのかたまDの近づく先で ，ふ
とったねぎの白根を一本一本布ぎれでふいていた。きれいK揺がれて，みがききったように見
えるねぎを，そのうえKまたねぐっているのだった。自分のねぎを引き立たせて ，少しでも高
固|値でせP落とさせようと丹精しているの日ちがいはなかっむしかし ，そうとばかりは言え
念さそうだった。自分の手で育てたねぎを今まさK手放さんとして ，最後の愛着をとめている
ζ 
ものとも受け取られたの牛や罵の仔を市へ売.!JI'L行って ，別れに臨んで，その毛並みをきれい
夜整えてやるのと閉じ心理と言えそうであった。
回次の 1から 5までの聞いI'L答え1.rさい。答えは，ァ ，ィ，ク，ェ，オの中から ，最も適当なも
のを一つずつ選んで，その記号をOで囲みなさい。
1 そζ左んだ‘υ の「そとJとは ，どんなととをさす治、
(Jl一一一一一一一
ア ほかの大き念市場のようκ趣があるとと
イ 夜だけ開いている訟もしろい市場であるとと
つ 青果市場は絵をかくのκ適しているとと
ヱ 会百姓さんがせPをする市場で遣うるとと
オ 野らに直結している市場で趣も深いとと
2 (2)取P組むべき問題とは ，どういうとと効、
ア いつも新鮮在野菜を材料として美しい絵をかくというとと
イ 野菜左どの自然の色どりをいきいきと表現するというとと
ウ 大根ゃにんじんの形をたくみに表現するというとと
エ 市場Kあるいろいろな野菜を数多く絵にかくという ζと
オ 野らからとってきたままの野菜をていねいにかくというとと
-1 日一
|正答ォ 1
187 I 
|正答 イ |
|84 I 
3 文章の中の仁二コκ入れるととばとして ，次のどれがよいか。
ア な百姓さんが野らで働いていて
イ せりをする人がざわめいていると
ウ 画学生が自分の無力を左げいていたが
エ 市場の人がたくさんな野菜を左らべても
オ 私がそのみどとさに驚いたκもせよ 戸τ子|
4 次のa， b ， c ， d ， cの中Kは ，(3)手ぬぐいかぶPをした老婆の気持ちを表わしたものが二
つある。その二つを組み合わせたものとして ，次のどれがよいか。
a 自分が持ってきた野菜が高〈売れないのでζ まる。
b 野菜の売タ値を~るべく安く して ， な客を喜ばせたい。
c 売れ残った野菜と見えないよう(IC，よく洗つてなこう。
d 野菜をきれいにふいて ，できるだけよい値で売ろう。
e 手放すときまで ，扱いκ心をとめてたいせつKしたい。
ア aとb イ bとc ウ cとd
エ dとe オ eとa
lA答 孟|
|81 I 
5 との文章の中にある描写として，あてはまらないものが ，次の中K一つある。それは ，どれ治、
ア 昼と夜との市場の様子を対照的に描いている。
イ 市場の外の綾子や老婆の動作を描いている。
ウ 市場の内部の光棄を目K浮かぶよう K描凶ている。
エ さまざまな色彩や人々の動きを描いている。
オ 夜の市場の内と外との光景を描いている。
図 回 の問題Kついて，次の1から 3までの聞いに答え左さい。
|正答 ァ|
|53 I 
1 囚の 1， 2 ， 4の答えは，それぞれ本文のどの表現から考えて選んだか，本文のその部分を
仁コの答え叫んK書き出ぜ。
住) 1の場合
E 
(2) 2の場合
巨
(3) 4の場合
戸司
-11ー
2 囚の3で選んだ答えを本文に入れたとき，それに続く「かれがたとい百年かかっても寄bつ
けそうには~い美しさだった。 J の文Kついて，次の(1) ， (2)の問V;VC答えよ。
ω 山とはをさす効。戸司
(2) r寄Dつけそうには念い美しさ。 Jとは ，どういう意味刀、
戸~I
3 本文は .口 〔のしるしによって宜つの部分V亡くぎられている。
次の(1)から(4)までのそれぞれについて，本文の中でよく描かれている部分はどと治、本文にる
る〔の上の番号を下の口 κ警主入れよ。あてはまる部分がをいときは，書き入れ注いでよいの
(1) 主として ，市場の外の光景:を描いている部分 口
(2) 主として，市場の昼と夜との様子を対照的vc描いている部分一一一一口
(3) 主として，市場のせタの人々の動きを描いている部分 口
(4) 主として ，市場の野菜の美しさ ，新鮮さを摘いている部分一一一一一口
正答図
正答 口
正答回
正答回
78 
40 
77 
86 
団本文全体をとがして，作者が書:とうとしているととはどういうととか。左のアからカまでの文
のうち ，あ攻たの考えvc最も近いものを一つ選んで ，その記号をOで囲みをさい。
ぼく
ア 野らK直結した夜の青果市場の野菜の新鮮?を美しさと，それらをめぐる人身の素朴
~気持ち。
イ 野菜を売る老婆や，牛や馬の仔を売るー人々のそれを手放すときのまじめで ，愛情ζ
まやかえt気持ち。
ウ 画学生と作者とのしんけんで美しい心の通じあ加。
エ 画学生や作者が ，百‘年かかっても寄pつけそうVてはない野菜の新鮮さと美しさ。
オ 画学生と作者とが，野菜をどの自然、の色どりを ，いきいきと，絵V仁表現しようとし
ているしんけん念態度弘
カ 夜の青果市場でのぜりの様子や，ゃな震たちのいそがしさ。
l.iE答 ァ|
I 5三」
四本文の回〔の部分を読んで， 1から5までの問いに答え念さい。答えは ，ァ，ィ，ヮ，
エの中から ，最も適当左ものを ，それぞれ一つずつ選んで ，その記号をOで囲みなさい。
1 次の(かから(めまでのととばの意味としてどれがよいか。
/ア みがくととをやめた
|イ みがいてもきりが左かった
(1) みがききったく
iウ よくみがいてあった
¥エ もうみがか念 くてもよいほどみがいてあった
- 1 2ー
戸す|
(ァ…忙して
イ Pつは:I'C見えるようKして
(2) 引き立たせて
つ 立てかけるようKして
エ ElI'C見えるようKして
問 丹精しているtノl、アエイウ
心を合ちつけてみがいている
心をとめてみがいている
心をしずめてみがいている
心をいらだたせてみがいている
( ー かいような借しいような気持ち
イ かわいそうで同情する気持ち
(4) 愛 着
ウ かわいくて心ひかれる気持ち
エ か左しいようなさびしいよう念気持ち
イ 閉じ受精ち
(町同じ心理
ウ 同じ心がけ
エ 同じ苦しみ
|正答 イ !
| 86 I 
?
」
正答 ア・ウ|
1 72 I 
|正答 イ |
|84 I 
2 I少しでも高値でせり落とさせよう。 Jの意味として ，次のどれがよいか。
ア 値だんを競わせて少しでも高い値だんに買い手をきめよう。
イ 高い{直だんのものを少しでも安くなるようにして宋を喜ばせよう。
ウ 高い{直だんのものを少しでも安くしていって買う人をきめさせよう。
エ 少しでも高い値だんに在るよう K競争させよう。
?
?
3 Iそうとばかりは言えなさそうだった。 Jのそうは何をさしているか。
I'tら
ア ねじ鉢巻きの人々がいっしょうけんめいI'C，野菜の値だんをきめていたとと。
イ 手放すときKなって最後の愛着をとめていたとと。
ウ -lt!Jのかたまりが近づいてくる先で老婆がねぎを仰ぐっていたとと。
エ 自分のねぎを引き立たせ ，少しでも高値で売ろうと丹精していたとと。
|正答 エ |
|79 I 
4 I別れに臨んで ，その毛並みをき れいK整えてやるのと同じ心理………。Jと書いてるるが ，
傍線の部分は次のどれと 同じ心理か。
ア 自分のねき'を引き立たせて少しでも高値でせり落とさせようとしているζと。
E 
イ 牛や馬の仔を市K売P出そうと して愛情をとめて育てているとと。
ウ 自分の手で育てたねき'を手放すとき ，ていねいにぬぐって丹精しているとと。|正答 ウ |
エ 野菜を青果市場へ売p出すためI'C，野らから運んでいるとと。 I 74 I 
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5 r最後の愛着をζめているものとも受け取られた。」の傍線の部分の意味として次のどれがよ
ν、tJ泊。
ア…・・…・・・…・ いるように感じられた。
イ…………-いるようにも考えさせられた。
ウ……........いるよう Kも感じられた。
エ ………....いるよう K考えられた。 E 
団本文の固(の部分の中で ，老婆がねぎを一本一本ふいているのを見て，作者は .r自分のね
ぎを引き立たぜて，少しでも高値でせP落とさせようと丹精しているのにまちがいはなかった。
しかし ，そうとばかDは脅えなさそうだった。 …………。」と書いてい交すが ，あ念た自身は ，
との老婆はど，ん左気持ちでねきをぬぐっているのだと思いますか。次の中から，あなたの考えK
最も近いものを一つだけ選んで ，その記号をOで囲みなさい。
ア 自分が持ってきた野菜を少しでも高く売Dたい気持ち。
イ 自分か持ってきた野菜を少しでもきれいにして ，公客を喜ばせたい気持ち。
ウ 自分の持ってきた野菜が，高く売れないので困ったなという気持ち。
ヱ 自分の持ってきた野菜が，売れ残った野菜と見えないよう Kしたい気持ち。
オ ζれまで自分の手で育てた野菜なので ，売るのが惜しいよう左気持ち。 回全と|
I 68 I 
カ とれまで自分の手で育ててきた野菜なので最後まで手をかけてやPたい気持ちoL__二..:::_i
固長後VC.もう一回本文全体を読み通して ，あなたが強く感じたと ζろを中心托して感想文を筈
き念さい。
タテ圭卜20行用紙
4 分析的問題による調査の方法，対象生徒， Ìo~ よび時期
(1) 分析的問題による調査方法
本文 ・問題紙回・図 ・国配布 問題紙回 ・図 ・図回収
一ー ・ー・ー・司令
5 0分 1 0分
問題紙 囚-回 ・固配布 本文・問題紙回 -回 -回回収
5 0分
- 1 4ー
(2) 分析的問題による調査の対象生徒
中学校5か校.3年各1学級，計 132人に行t.cい，その中から無作為他出により男子50人 ，女子
; 0人， 計 1 0 0人を選出し，その生徒Vてついて，その綬諜の処理を行左った。 ζの対象にした 1 3 2 
Uま応答調査の対象陀した生徒と閉じ。
(3) 分析的問題による調査の時期
昭和40年?月
左合調笠問題は6月K受けているので，との分析的問勉の実施まで約3か月を街盈している。
または付帯湖査の担任教師との話し合い，生徒との面接はそれよ b さらに 2 ~ 3 か月組盈して加る。
5 付平等調査の方法と時期
(1) 実施の方法
分析的問題笑施の3か殺のうちの2か校κっき，学級主任，国語担任教師と， 1時間KわたP面接し，
フいで ，同校の分析的問題Kよる調査を受けた中から 10人ずつ選び .40分間 ，個々の生徒、台よぴ
全体の生徒と話し合いをした。
(2) 実施の時期
昭和40年 11 月~1 2月
E 研究の結果とその考察
研究の目的の章で述べたように， 4 0年度の分析的研究Kは文学的文章を取り上げ ，生徒の文学的文
章の読み取D方，特1(， I乙.'1青を読み味わう力と様相とをとらえ ，問題の吟味とともKその指導法のあP
万の改善を図るねらいをもって行設った。したがって， 3'&手の翻囚 4を中心(1(，調囚 1 ・2 ・3 ・
5の分析も行ない，さら1(，2 年の調~ 4の応答を検討した。文学的文章一般の読みの力，思考の傾
向左どをみるため，調囚の 1から2 ・3・5(1(ついての結突の考察を述べ最後Uてとれらを概括し7て
調囚 4の文学的文章の心情を読み味わう問題にふれ結論としたい。
1 調査問題囚 1・2について
回
1 (11宝主主企益の「そとJとは，どん左ととをさすか。
ア ほかの大きを市場のように趣がある ζと
イ 夜だけ開いているお、もしろい市場であるとと
つ 青泉市場は絵をかく のK適して凶るとと
- 1 5一
応答数 1 2 
11 日
11 6 
エ 訟百姓さんがぜPをする市場であるとと
島野らに直結している市場で趣も深いとと
2 (2)取り組むべき問題とは ，どういうととヵ、
ア いつも新鮮な野菜を材料として美しい絵をかくということ
@ 野菜などの自然の色どDをいきいき と表現するというζと
ウ 大根やKんじゐの形をたくみκ表現するという とと
エ 市場にあるいろいろな野菜を数多く絵Kかくというとと
オ 野らからとってきたままの野菜をていねいV亡かく ということ
応答数 4 
11 7 7 
無答
応答数 1 0 
11 7日
// 1 4 
// 5 
// 
選択肢記号のOは正答肢を示す。右の数値は対象生徒10日人中の応答調査のときの応答人数を
示す。以下同じ。
(1) 応答に あ らわれた問題点
ζの調回 1， 2は， i文脈の中での語句の意味や用法の理解」の力含みるζとがねらいとされてい
る。
1と2とはそれぞれ 1()日人中 77人， 7 0人が正答で一応 ，正答率は高いといえよう。全国平均正
答率は 78.6%，76.2%でかえt~のひらきがある。以下ζ と わ D 念 く 正答7 8人あるいは誤答10人
投どと畜いたときは ，調査対象生徒 10白人中の人数を示す。
1は「そとjという指示ずる ζとばの具体的な内容をたずねるものであ!?， 2は「取り組むべき問題」
について， 1と同じよう左趣旨のととをたずねている。
1の問題で ，アに 12人もの生徒が誤答したことが注目される。 とれは ，すぐ前の文を正しく読み取
ればできるのであるが，読みとりκていねいさを欠き ，1"野らK直結した市場だから ，よそVてある大き
~市場なんかより ， かえって趣がある と思います。」の文中の「よそKある大きな市場J i趣があると
思います。 Jの語句と ，選択肢アの「ほかの大きな …・ 趣があるととJc')文をつ左いだものと考えられ
る。 したがって ，i野らに直結した市場だから，よそKある大き左市場なんかよ 9，かえって趣がある
と思います。 Jの ，iからJi左んかよりJ 1"かえっ寸りなどのていねいな読みKよる意味の把握がた
D念かったものと恩われる。また ，r r夜の脊呆市場』左んて・・一。」の冒頭文から一つ一つの文の関
係的読みの不十分なζとにも原因があると思われる。
2の問題に対する応答では ，誤答が ，ア ，ウK集中した。とれは正答のイと表現内容が ，他の選択肢
エ，オvc比べ，ょ D以ているととろを誤解したものと思われる。どの選択肢を読んでも ，野菜を材料K
して絵含かくととは容易Kわかるが ，細かな点で文の感じが異なっている。アの文では ，rいつも」…
「美しい絵・....J ，イの文では ，i自然の色どりJrいきいきとJ，ウの文では，i形をたくみVLJと 3
ととばのもつ感じがちがおとの点を ，いかlてていねいに読み分けたかが ，いや読み分ける力があった
かどうかが夜の青果市場についての表現と関連して ，正答，誤答の原因Kなっていると思われる。
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(2) 分析的問題回 1 I 2および図 1(1)， (2)と結果の考察
調 回 1・2についてのら人上の問題をさらに究明するため ，次の分回 1・2と分図 1 ・(1)・(2)を
行在った。分回 1・2・3・4・5は ，調囚 1・2 ・3・4 ・5と閉じ
次の本文を読んで固から固までの問いK答え左さい。
本文は諸国の文章と同じ(略)
分回 1 (l)全主主企室。の「そと」とは，どんなととをさすか。
ア ほかの大き tl市場のように趣があるζと
イ 夜だけ開いているむもしろい市場であるとと
ウ 育呆市場は絵をかくのに適しているとと
エ な百姓さんがせりをする市場であるとと
⑤ 野らK直結している市場であるとと
2 (2)取り組むべき問題とは，どういうととカ句
ア いつも新鮮念野菜を材料として美しい絵をかくというとと
@ 野菜左どの自然の色どりをいきいきと表現するという ζ と
ウ 大根ゃκんじんの形をたくみK表現すると凶うとと
エ 市場Kあるいろいろな野菜を数多く絵Vてかくというとと
オ 野らからとってきたままの野菜をていねいKかくというとと
分囚 3・4・5は後述
応答数 4 (1 2 ) 
/J 4 (口〕
/J 3 ( 6) 
/J 日 ( 4) 
/J 87 (77)ー
無答 2 ( 1) 
応答数 6 (1日〕
11 84 (70) 
" 8 (1 4 ) 
/1 ( 5) 
// 日( 1) 
無答 ( 日〕
( )内数値は ，同調査対象者が6月，学力調査笑施の際の応答数である。
との ，分囚 1・2・3 ・4・5は，つづく分図，回，団，固，固 を行左うため(iL，ι月，学力調
査実施のものをそのまま行在ったもので ，同じ問題を ，約5か月の期聞をかいて行左ったものであるか
らp 正答率が ，1 . 2ともに 10 %， 1 4 %も上昇したととは当然であろう。
分図 1(1) .包)
回の問題tてついて，次の1から 3~までの聞いK答え左さい。 ( 2・3は後述)
1 回 の1・2 ・4の答えは，それぞれ本文のどの表現から考えて選んだか ，本文のその部分
を仁ゴの答えのらんK書き出せ。
。)1の場合
ω) 2の場合
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(3) 4の場合
区ヨ
(1) ， (2)の応答類型を表示するため ，主として， (1) ， (2)の応答に関係、の淡い本文の部分を ，ぬき警きす
る。
(3)については後述する。
① (2) 
I r夜の青果市場』左んて ，むもしろい絵ができそうじゃないか。ぼくも ，一度見に行ってみよ
③ 
う。 J私は乗D気を示した。
@ 
「一度見Kいらっし守ると ，:Jo'もしろいと思います。昼間はやっていません。夜だけです。」
⑤ r :Jo-百姓さんたちが ，昼間は野らで働いていて ，夜しか来られ左いからだろうねえ。 J
⑤ 
「野らlζ直結した市場だから ，よそにある大き左市場左んかよ!?，かえって趣があると思います。
① 
「5くが興味をわのも ，(])竺己主。野菜在んかもずっと新鮮だるうねえ。 J
「新鮮ですよ。あの大根ゃにんじんの色が表現できたらすばらしいと思うんですが，まだとても
@ 
できまぜん。 Jと言って ，画学生はしょげ左がら頭をかいた。
⑩ 
「それはきみる限らをいととで ，画家を志ナ以上 ，だれでもいっしょうけんめい(2)取P組むべき
問題だよ。 」と言って ，私は慰めた。
. 
e・・・・・.......・・ ・ ・・・・・・・ ・・・ ・ φ e・e・ ...........................・ ・.-.........・・0・・・・・ ・0・s・-・・.......・・..，. ...... ~ 
O内の番号は ，生徒の応答<D類型をまとめるため ，応答の結果tてもとづき ，文または語句のj慣
番を示す。
(1)の応答類型を示すと次のとなりである。( )内数値は ，回 1の正答人数を示す。
〔表 1) 
O内の数
字は文や
匂の番号
除で
上位群
中位苦手
下位群
.言f
④ ⑤ 
1 ( 1) 1 ( 1) 
1 3 ( 1) 
2 ( 1) 4 ( 2) 
⑥ ⑦ @ 
無答
その他
22 (22) 1 ( 1) 1 ( 1) 
46 (41) 1 ( 1) 3 ( 3) 1 ( 1) 
10 (10) 2 ( 1) 2 ( 1) 5 ( 2) 
78 (73) 4 ( 3) 5 ( 4) 7 ( 4) 
まム
24 (24) 
53 (48) 
23 (15) 
1日o(87) 
〔表1)中の上・中 ・下位群は，学級Vてがける国語の総合成績を四分偏差法によ Pきめたものである。
以下各表Vてついての上 ・中 ・下位群の分け万は閉じ。
学力調査の応答調査の結果については ，さきに述べたとなりであるが，分析的問題で回 1を行念っ
た結果 ，77%から 87%に上昇したζとは ，謁資を行念った後の生徒閣の話し合いや ，時日の経過 ，
環境のちがい念どから当然のととと思われる。〔表1)の応答類型Kあらわれていると辛子り ，分 囚 i
の正答者87人中 ，73人は，妥当と思われる@の文を選んでいる。しかし，無答その他の文を選んだ
ものは ，それぞれ少数ずつ分散したが ，③の文を選んだものが5人も居り .しかも分囚 1を4人正答
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しているととは注目される。 ζとの部分の文章は ， 会話形式(i(~つてな!J . rそとなんだJと寄かれて
あるので一般Kは ，その前の文から選ぶべきであろう。げれども，との5人は ，その後の文を選んでい
る。とれは ，前文の ，r野らK直結した市島だから ，………。」の内容を考え '@の「新鮮ですよ。あ
の大緩や(ICんじんの色が表現できたら..・H ・"0 Jの ，r新鮮ですよ。 …・・ の色が表現できたら …ー 。J
K心ひかれたためである。 回 1の正答者中①の文を選んだ生徒も同じく ，r野菜なんかも新鮮だるう
ねえJ(i(ひかれたか，あるいは ，その表現で代替えしたものとも考えられる。それでも ，との裏付け調
査では ， 他の問題の裂付け調査と異~ 1:>，⑥への集中度が比較的高く ，したがって分回 1の正答は高
〈信頼してもよいだろう。
(2)の↓じ答類型を示すと 〔表 2JのとなDである。( )内の数値は ，分囚 2の正答人数を示ナ。
分囚 2の正谷E容も，調 回 1よ!:J1 4 %上昇しているζとも，さき K述べた同じ理由から当然、とい
えよう。しかし，分団 2の裏付け調査 ，分図 1(2)では応答州1)よD多く分散し ，正当である信瀕型
の73人に対し，⑪類型の 11人，無答，その他の B人がめだっている。との裳付げ調会では， rぞれは
さみに限らないととで ，画家を志す以上，だれでもいっし ょうりんめい(2)取り組むべき問題だよ。 jの
「それJ (表2) 
の指示し
ているものは何で
あるかわかれば解
付る問題である。
「それ」とある以
上，ζの場合は ，
除手
上位群
中位群
ド位群
計
@ 砂
23 (21) 
42 (39) 2 ( 2) 
10 ( 7) 2 ( 1) 
75 C 67) 4 C 3) 
⑬ ⑬ 
無答 ー
計その他
1 ( 1) 24 (22) 
6 ( 5) 1 C 1) 2 C 1) 53 (48) 
5 ( 3) 1 ( 1) 5 ( 2) 23 (14) 
11 ( 8) 2 ( 2) 8 ( 4) 100 (84) 
前文rr新鮮ですよ・・…。』といって ，菌学生はしょげ宏がら頭をかいた。 Jをさ していると とは容易
Kわかるはずである。との点、から考えて ，rそれはきみに映ら左い……取P組むべき問題だよ。 」ょp
後の文， r青果市場は ，暗い夜間の中vr.，そとだけ明るく浮き出ていた。」を書き出した意図がわから
左凡さすが'fC成段上位群の生徒は ，ひとり を除いては ，⑥を容量出しているが，中 ・下位群では応答
語噂にもか念P多〈分散した。 特に中位群の生徒が6人もゆをmき，しかも 5人が ，介巴 2で正答
であったととは ，追究する必要があ!)，面接調査でζのととをただしてみた。ななかたの生徒の発言で
は， r取り組むべき問題だよ。 Jの表現の近くtてあるはずである ζとを最初K念頭K会主 ，書き出した
と述べ，気がbちつかず ，本文を冒頭からていねいK読ま子生かったと述べた。生徒が⑬を書いた理由は
それ以上，生徒自身もわかって念らず ，追究できなかった。
とζでたいせつ念 ζとは， rそれはきみVCI混らないととで ，商家を京す与L上，だれでもいっし ょう付
一一""*一一
んめい取D組むべき問題だよ。」の係、り合いの関係が理解でき左かったととからも ，⑬や ，その他を筈
一一一ーー一一』
き出した理由があるのではなかろうかのとの介囚 2なよび ，分図 1(2)でも文章の冒頭から緊密な文
相互 ，詩句相主の関係をふまえて ，ていねいK文章を説むととのたいせつ念 ととがいわれる。
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2 調査問題回 3について
回
3 文章中の亡コに入れるととばと して，次のどれがよいか。
ア シ百姓さんが野らで働いていて 応答数 1 0 
イ せりをする人がざわめいていると 11 2 。画学生が自分の無力ををげいていたが 11 4 6 
エ 市場の人がたくさんな野菜をならべても /1 1 7 
オ 私がそのみどとさに驚いたにもせよ 1/ 2 5 
(1 ) 応答にあらわれた問題点
調 回 3は， Cコκ続く文の主語である「かれ」がだれであるかをよ く理解したうえで ，
仁ゴK入れる文の主語を検討して踏を選ぶものであり 3文章になけるま述関係の鱒K関する問
題である。
との問題の正答率は全国の場合も本県の場合も調田 中， 最も低かった。 正答率の低いととばかPで
生徒の読みのブ'JVてついての考察を述べるととは当を得左い。しかし ，本県の正答率が全国のそれに比べ
約3点も下まわっているととから検討を要しよう。 ζの調査の給呆だけからみるとアに応答した生f餅 2
1日人いるが ，選択肢，ア械を亡コκ入れ成会 ，文章のつながりが不自然であるととは明らか
である。 Iか百姓さんが野らで働いていて 1，かれがたと h百年かかって も駒つけそう Kはない美し
さだった。と走り主述関係が成立し会い。 文の基本的なきま Pを誤っているといえる。さらに ，と ζの
文は，画学生と作者との前段の会話の内容も考えて選択肢を選ばなければなら左いものであり，前段の
読み取りの粗雑さも誤答の原因となっている。
っき'VC，エK応答したものが 17人もいる。 エの文をにゴ K入れると ，I械の人がたくさん左
野菜を走らぺ士も I.かれがたとい百年かかっても寄タつけそうKは左い美しさだったn となり ，まず ，
てもとてもとの係P合いが会かしく 走るととに気がつく。 ついで，前後の二人の会話が終わ9.文章は
前段とちがう場面にかわって ，とζで「かれがたとい百年かかっても……ー。Jとあるのは唐突であ!?. 
当然 「かれjとは誰か ，前後の二人の会詰の内容と関連づけて考え左ければ念ら*いものである。との
問題に限らず ，文章の各語句 ，文，段落の緊密性をもった読みの力がいっそう望まれる。
-オへの応答は .25人もの多数であ!?.他の応答よ Dも多角的左分析を必要とナるので ，つぎの分析
的問題を行左った結果も合わぜ考えて述べる。
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(2) 分析的問題回 3.および図2(1). (2)と結果の考察
①分析的問題囚 3
分 団 3 本文の中のじコ K入れる ζとばとして ，次のどれがよい仇
ア な百姓さんが野らで働いていて 応答数
イ せりをする人がざわめいていると
ウ 画学生が自分の無力をなけ酬いていたが
エ 市場の人がたくさんな野菜をならべても
オ 私がそのみどとさK驚いたKもせよ
①分析的問題図 2(1) ・ (2)
分図 2
J/ 
J/ 
1/ 
ノ/
無 答
3 ( 1 0) 
。 2 ) 
5 6 ( 46) 
1 5 ( 1 7 )
2 4 ( 25) 
2 ( 日)
回の3で選んだ答えを本文'1(入れたとき ，それVて続く「かれがたいと百年かかっても寄りつ
けそうには左い美しさだった。」 の文について，次の(1). (2)の問いに答えよ。
(1) iかれ」とは，誰をさすか'D I 
!答え|
(2) r寄Dつけそうにはない美しさ。 Jとは，どういう意味か。
a 分凶 3の結果の 考察
分 田 3は， 調 巴 3と同じr-題である。やは!:J9月に行なった分囚 3の万が正答率56 %と，
1 0喝上昇したのは当然であろう。しかし ，オへの応答は 25 %から 240/0と ，ほとんど滋つてはいな
い。
やは !J.ォの選択肢はれの関係が厳密K区別でき左かったものと恩われる。オを本文cこコ
に入れて検討してみよう。 I私がそのみどとさK驚いたKもせよ い かれがたとい百年かかっても寄D
つけそうに 〔表:5) 
は左い美し
さだった。と一応
は文脈iJlと公って
いるかのよう K恩
われる。しかし ，
ふさぎ
上位群
中位群
下位群
計
ω (J)蘭学生
商学生 と作者
23 (20) 
46 (28) 3 ( 1) 
11 ( 5) 2 ( 0) 
80 (53) 5 ( 1) 
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@ ω野会菜百姓売り・ @無答 計作 者 其の他
1 ( 1) 24 (21) 
2 ( 1) 2 ( 0) 53 (30) 
1 (口〉 4 ( 0) 5 (口) 23 ( 5) 
2 ( 1) I 6 ( 1) 7 (口) 100 (56) 
( )内数は分臼 5正答者数
ζ との文芸誌を読みたどると， rj私がそのみごとさK驚いたKもせよJVC続くべきととばは ，逆接の意味
をもつべきで ，たとえば ，r彼は驚か左いだろう。 Jとでも在るととが予想される。だが ，木3たでは，
「かれがたとい百年かかっても寄りつけそうには左い美しさだった。」と 「みどとさ」を肯定して「美
しさだった。 」・と述べている。実際1'[，正答の 「画学生が自分の告訴力を1.:げいていたが」を入れたとし
ても逆接せず，それにかるく順接する意味の文「かれがたとい百年かかっても寄りつりそう Kは念い美
しさだった。 J(f(左っている。とのあたPが生徒の最も理解しKくい点、では左かったかと恩われる。
さらに問題をつきつめていくと， rかれ」とは誰すきしているか .r百年かかっても寄PつげそうK
は念い美しさだった。 Jの文は何を言い表わしているのかが不明のま hでは ，応答の根拠を欠く ζとK
1.: !J ，偶然性のはいりやすいものになってしまう。 とのととを検討するために分図 2(1)・(2)を行念った。
b 分 図 2(1)ー (2)の結果と考察
〔表:5) vc示したとなP分囚 3の正答者56人中 5:5人は歯学生を 「かれ」 としたのは妥当である。
しかし ，逆に 「画学生」 と正答した80人中 27人は介囚 3を誤答したことに在る。とれまでの結果
だりでは分囚 3の誤答の原因を究明しにくい。との問題のようVCrかれJとは誰のととか，とひらき
ななって問うと大部分の生徒は「画学舎Jをあげるが ，それが「画学生が自分の無力を左げいていたがJ
を 仁 コに入れるきめてにはならなかったとと緒える。あるいは ，生徒Kとってれまで腕、κ
仁 コ κ入れる選択肢と「かれ」との酬を検討したかどうかもはっき Pしい。
他の類型@f画学生と作者J1'( 5人， QH作者J1'( 2人 .G)r念百l法・野菜売りJVC 6人.@無答そ
の他VC7人 ，計20人応答したが ，そのうち分 囚 3の正答者はわずか5人であったととは ，rかれ」
という主語が轍であるととと亡コ仰の文の主語を検討した場合 ，当然考えられる結果といえよ
う。
っき'に介図 2(2)は ，分囚 3で各自が応答した狼拠について(1)問機K問いただしたものである。 前
記のとなり 1;かれ」についての正答率は 50%で ，とタ出して問われたときは大部分の生徒が正答した。
しかし，分白 3の正答とはさほど大き念関連を示さなかったととは表5によっても，な会よそわかる。
〔表4) ( )内数は分白玉の正答者数
ω野菜新鮮な @回のさ @二度と ωあま p
の美 めるよう 見るとと きれいでしい色は ;をいろい のできな その他 知t 答 言十とても表 そばへ寄
現できな ろの野菜 い野菜の
v、 の色 美しさ れ司Eν、
k 位群 17 (14) 5 ( 5) 日(0) 1 ( 1) 1 ( 1) 24 (21) 
中位 群 35 (24) 5 ( 2) 1 ( 0) 4 ( 0) 6 ( 3) 2 ( 1) 53 (30) 
下 位群 ~ ( 4) Z ( 0) 五(1) 3 ( 0) 7 ( 0) 五(0) 23 ( 5) 
計 57 C 42) 7 ( 2) 9 ( 6) 7 ( 0) 14 ( 4) 6 ( 2) 1日日 (56) 
との聞いは一応生徒が分回 3 VC正答した場合~'( ， r…・ …， きゅうPの育などが，自のさめるよう
左一盛P一盛タを入D焚じらせて ，それが幾列Kも並んでいるのだった。 Il煽ザ生が自分の無力をなげ
いていた沙Z1，かれがたとい百年かかっても寄りつけそうにはない美しさだっむ」の文でにコの
中の正答肢がさまれば ，当然「かれ」は爾学生であり.r百年かかっても……美しさだった」は，とて
も，との野菜の美しさは絵に表現でき左い。となるととを予想して出題したものである。とうなって ζ
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ぞ，画学生が自分の無力を左げいていたが・…・そのとなP画学生が百年かかっても表現でき左い美しさ
だったと，文章全体の中での作者，画学生，やか屋，せDの人念どの関係がはっきりしてくるのである。
ととろが分図 2(1)の応答Kあるようvc，作者(私)，画学生，会百姓 ，作者と商学生左どとその関係
がとらえられ左かった生徒がいた乙と，っきK分団 2仰の結果，(表4) vてあらわれたように「かれ
がたとい百年かかっても苦手PつけそうKは念h美しさだった。」の比織的な表現C意味を汲み取れ左か
った生徒が40人以上いたζとによって ，との問題κついての生徒の読み方の粗雑さがわかる。
〔表4Jの類型Vとあけられた文は ，生徒の自由記述の文章を要約し標本的念文をもって代表としたも
のである0 (0類型は一応妥当とみたもの， (_2i類型の文は ，野菜の美しさといろいろの色が意識の中で先
行して ，寄Pつけそうlモは左いの比憶が明確に文tて表現されていないもの，@類型は，@の色Vてのみ集
中したのK対して二度と見るととのできをい・ー・。と野菜の美しさを見る作者の主綴がだされて名、tJ， 
とれvlIとても表現でき左い」と補ってやれば①類型と同様になる傾向をもっているo ci瀕型は「百年
かかっても寄りつりそうにはない」の比織的な句をそのま L直訳して， Iそばへ寄れないJ， I近づけ
ないJ， IあまPきれいでそばへいけない」などと書いたものである。その他はqト④のいずれKも類
型化しにくいもので「じようずに作ってあるJ， Iキャペツの白 ，Vlんじんの赤J， I百年かかって作
った野菜J， Iかれが実際K野菜を作ったととカ吐い。 」左どである。
[表 4)をさきの(表 3)と比べながらその者察をすると，第ー に〔表 4)のG淵 型に属する生徒
5 7人中 42人が分団 3f'て正答しているのに対して， c表 3)の正答でちる「菌学生」陀応答した生
徒80人中 53人が分団 3K正答している両問題の正答率の差が問題K在る。主諮「幽学生Jがわか
るととが先決問題ではあるが.さらκ続〈文， I百年かかっても寄bつけそうにはない美しさJの正し
い読みがよ b決定的念問題K在ってくると思う。③に応答した生徒がよ位群K5人もが.t，しかも 5人
とも分回 3が正答であったととは「二度と見ることのでき左い野菜の美しさ」に加えて「表現し難'.i>J
と補って考えればう念ずける。(])の生徒は，さき陀も述べたように多分tていろいろな色に心をひかれた
生徒で.表現をすはなれ主主自にとらわれ， 手主観的念i留学生に関する問題之 Lて読み取れえとかったのでは
なかろうか。叫の!l徒は寄りつけそう VC;まいの比i取をそのま￥幼稚児字句どなりとったものであ9，成
績上位群の生徒κはな<，中，下位群の生徒ばかりで ，分回 3も全員7人が誤答している。
この問題についての検討を限られた条件， 1 0日人の抽出，自由記述の類型化，成績群の分けブ7左ど
Kよって述べてきたので客観性の欠けてv>る点のあるζ と
は否定でき乏い。しかし ，右の表に示したとがり分図 2
(1) . (おそれぞれの問題で「かれ」の主語「画学生」を80 
人正答し，ついで「百年かかっても寄Pつけそうにはない
美しさ」の意味の聞いK対しでも①類型K答えた57人の
生徒のうち分囚 3のワ「画学生が自分の無力をなげいて
いたが」 も正答した生徒は ，1 0 0人中 38人である。
分図 2，分回 5の両方の正答数
上位群 2 4人中 1 4人 5 8.% 
中イ立群 5 3人中 2 1人 4 0 % 
下位群 2 3人中 3人 1 3 0，も
計 1 0日人中 3 8人 3 8 % 
分巴 3の正答者は 56人であるがそのうち 18人の生徒は，確実な根拠をもって正答したとは必ず
しもいえない。ただし中Kは分図 2(2)の@ず③も吃鐙他の類砲に属する生徒の中Uては「寄Dつけそう
Kはない美しさ」をわかってい念がら自由記述のため意図K反した結論K念った生徒もいたととを考え
合わせ;1:ければならない。
との問題を分析・検討して第ー に感ずるととは ，後日の面接調査での生徒の発言にあったようVl，選
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択肢の適当左ものを選んでなき，っき'にその問題の指示文K関係する部分脅とびと[}vr:読んだ者が多か
ったというととである。 Iかれがたとい百年 …一 ・美しさだった。 jの文を検討し ，仁コκ入
れるべき選択肢をさら側応させてどの程度厳密左読み札たか疑問である。じコ K各選択肢を入
れた場合 ，文のきまり，言書と語の関係，ととまでの文章の流れ，特K囚〔の部分との緊密在関係などを
考えると当然ワが選ばれるべきものであろう。とのような大さつを設問Vてよらなくても ，もっと基本的念
語，るるいは語と語との関係、をていねいK読み取る力を養つてなく必要があろう。 I(百年かかっても )
(寄PつけそうKはない )(美しさ)Jとの三つの ζζばの関係だけでも読み取れるよう在力を縫って
訟きたいというととである。
3 調査問題 目 5について
回
5 との文宣伝の中Kある描写として ，あてはまらないものが，次の中κ一つある。それは，どれか。
ア 昼と夜との市場の様子を対照的に描いている。 応答数 4 7 
イ 市場の外の様平や老獲の動作を描いている。 1/ 1 4 
ウ 市場の内部の光景を同t'(i-乎ぶように描いているo
エ さまざまを色彩や人々の動きを錨いている。
オ 夜の市場の内と外との光景を描いている。
(1) 応答にあらわれた問題点
11 1 3 
11 1 2 
1/ 1 2 
無答 2 
調団 5は文主主中の描写K関するものであ_!?，指示文が合定的?をととはで述べられているもので， 全国
の正答ホは 51. 4 %でやや低lハ結果Kなっている。本県の正答率は 47. 1 %で全国の正答率より 4.3%
低く .問題回の中で最も差カ吹きく文章に啓いてある事がらの浬解とともに文筆表現に隠する指導K
いっそう努め念ければ左ら念いととを示している。
問題のねらいは ，I文家の中Vて舎かれている情置をまたみ味わう力」をみると念っている。 ζの問題で
は， ζれまで述べてきた調回 1. 2・3の分析的研究にみられるように ，生徒の銃みの粗雑さや ，語
句 ，文，文章の関係的左読みの不足左どから考え ，問題の指示文が否定的に「あてはまらないもの」と
あるためK誤答した生徒が多かっただろう ζと1J堵えられる。つぎK選択肢の文が ，いずれも，何かし
らのかたちで ，本文中Uてある籍色Jや意味内容をもっているととから，部分的，表面的な見方 ，考見方を
する生徒が多いため誤答が多かったととも予想される。
以上の生徒の読みK関する実態を見きわめ，どの程度，本文とそれぞれの事がら ，内容を関係づけ ，
ていねいK読んでいるか ，つまずきの原閃は何かを検討するためつぎの分析的問題を行在った。
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(2) 分析的問題国 5 ，および[213と結果の考察
①介析的問題回 5
分回 5
本文の中にある描写と して ，あてはまらないものが，次の中(モ一つある。ぞれは ，どれか。
② 昼と夜との市場の綾子を対照的Vて描いている。 応答数 53 (47) 
イ 市場の外の様子や老婆の動作を描いている。
ウ 市場の内部の光景を自に浮かぶように描いている。
エ さまざまな色彩や人々の勤きを描いている。
オ 夜の市場の内と外との光景を描いている。
〆
J〆
11 
• 11 
る (1 4 ) 
1 4 (1 3 ) 
8 (1 2 ) 
1 i (1 2 ) 
無答 2 ( 2) 
②分析的問題団 3
分図 3
本文は口〔のしるしKよって五つの部分にくぎられている。
次の(1)から(4)までのそれぞれKついて，本文の中でよく捕かれている部分はどとか。本文にあ
る〔の上の番号を下の仁コに書き入れよ。あてはまる部分がないときは，書き入れないでよい。
(1) 主として ，市場の外の光景を描いている部分 図 疋答数 78 
(2) 主として，市場の昼と夜との綾子を対照的に描いている部分一一一一口 11 4日
(3) 主として，市場のせPの人々の動きを措いている部分 回 11 7 7 
(4) 主として， 市場の野菜の美しさ，新鮮さを摘いている部分 団 8 6 
③分巴 5の結果と考察
分回 5の結果，ァ 「昼と夜との市場の様子を対照的(モ描いている。 」が53%で， 同じ問題 ，調
回 5より 6%上昇している。他の誤答校イ ・エの減少したととはうなずけるが ，ウの 「市場の内部の
光祭を目K浮かふ'ょうκ描いている。 JVL誤答した生徒は ，調 囚 5のときよりふえ， 1 4人であると
と，オの「夜の市場の内と外との光崇を描いている。 Jへの誤答がさらK5人もふえているととは，考
えさせられる。ウ・オに応答した生徒の，回 5と分回 5への応答の関連をみ工うとしたが ， 2回と
もウ・エに応答したものや，調囚 5では，ウ オーに応答しながら ，分囚 5のときは， ア ・イーウ ・
エ オなどに分散して ，生徒の一貫した傾向はみられなかった。そして ，選択肢は変わっても正答アに
変わった生徒は，わずか一部の生徒であった。乙のととは，ウ オに応答した生徒は，本文を読むたび
vc選択肢の抽象的な文の真意を理解できず ，意味のとDちがい，拡大，縮少，断片的把握などV亡よ tl， 
定見なく応答したものと思われる。
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ウの文「同に浮かぶ工うに・… 。」をどう読み取ったかも応答K大きな影響を及ぼしたであろう。本
文の白〔囚〔の部分K主として市場の光景が具体的1'(I自に浮かぶように」 捕かれていると思われ
るが，読む生徒の中には ，そう具体的K受けとれなかった者があろう。とれと正反対vcあま!Hl:I自に
浮かぶよ<;;1'( J 1'(気をとられ，指示文の「あてはまらないもの」を逆Uてとりちがえた生徒の多かったと
とも考えられる。
オの文「夜の市場の内と外との光景す描いている。 J1'(応答した生徒は ，外の光景を描いた囚〔の
部分がみじかく ，しかも外というととばが本文に使用されていないとと，また，本文の内容にはたいし
て関係がないとみられるとと ，内部の様子が主として本文の大部を占め，内容も全文K関係深いζとな
どlとよって，砂l-Jという語vc特に注意が向けられ， Iあてはまらない」 と見なした生徒も多かったと思
われる。
調査問題回 5合よび分析的問題回 5の結果から以上の考察をしたが ，さらにその裏付けとして，
生徒は本文をどの程度ていねい，'1'(読み，善いてある事がらをどの程度まとめられるか分図 3VCよって
追究し ，それに付帯して面接調査も行なった。
分図 3(1)の集計〔表 5)をみると正答率は 78%で ，さきに分凹 5の選択肢オについて検討した
内と外との対照については外を見落とした者が多いように思われたが，と Dたてて「主として ，市場の
外の光景を錨いている部分J('Lついて問うとやさしく，回〔の部分を指摘できる。しかし，図〔の
部分の正答者 78人中 33人の生徒は分囚 5を誤答し， オ(1(応答したものが17人もいる。市場の内
部について書いであるととは大部分の生徒は理解していたであろうが ，外についての表現部分は短かく .
内容的にも生徒の印象K残らなかったものとも考えられる。あるいは ，回〔の部分の表現はよくよく
吟味しないと布場の内も土聞のためどとから内部になるか確JlIJしにくかったととκもオへの誤答の原因
があろう。いわゆる{背景を読み味わう力の不足からきているといえよう。
[表 5) 
c )内
数値は分
白5の正
答者数
(1) 主として，市場の外の光景をを描いている部分 正答図
1:成¥績部分の¥番¥号 日 回 回 回 E 
" r-、 r一、 '" r-、
上位群 1 ( 0) 23 (15) 
中 位群 5 ( 2) 44 (26) 1 (日〕 1 ( 1) 1 ( 0) 
下 位群 3 ( 2) 11 ( 4) 3 ( 0) 
計 9 ( 4) 78 (45) 1 ( 0) 1 ( 1) 4 (日)
無 答 計
24 (15) 
1 ( 1) 
る(2) 23 (州
7 ( 3) 100附|
つぎに 〔表 6Jは ，分団 5の正答肢， I昼と夜との市場の様子を対照的に描いている。」の裏付け
として出題した同問題分団 3(2)の集計である。 ζの出題では ，Iあてはまる部分がないときは書き入
れないでよい。」とただし奮きをしたが ，一応，答えのらんを(1)-(4)VCそれぞれ設けてあったととから .
生徒の中にはどうにかして書き入れたかったと述懐したものもあり，ある凶は入れたい気持ちがはたら
き書き入れた生徒が予想外に多かった。とのととからも ，分囚 5の応答Kあたり 「あてはまらないも
の」を取Pちがえ誤答した者が多かっただろうととが推測される。とのととは本文はもちろん，問題指
示文 ，選択肢の文をどの程度生徒が関係づけ ，ていねいに読んだかの問題Kなろう。
応答結果は ，正答の該当なしに 40人 ，回〔の部分(1(4 1人と2分され集中した。との問題で注目
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されるととは成績のよ位群から下位群へと下っても正答率は他の(1)・(3)・(4)ほどκ差がないζとである。
ζのととは問題が生徒の能力K対して程度か高過ぎたととでもあク ，また ，それは，単なる正しい読み
f表6) 
( )内数値は分白 5の正答者数
(2) 主として ，市場の昼と夜との様子を対照的に描いている部分 正答誤答部分なし
立で 囚 回 回 回 国 該当する部分 無三喜 計r町l ，-、 「一、 r--、 '" な し
上位群 10 (玉) 1 ( 0) 1 ( 1) 12 (11) 24 (15) 
中位群 24 ( 8) 3 ( 1) 1 ( 1) 1 ( 1) 23 (18) 1 ( 1) 53 (3日〕
下位群 7 ( 2) 3 ( 2) 3 (口) 5 ( 3) 5 ( 1) 23 ( 8) 
計 41 ( 13) 7 ( 3) 5 ( 2) 1 ( 1) 40 (32) 6 ( 2) 100(53) 
のみならず，出題の指示文 ，選択肢，本文との一連の関係的な慎重な読み取りを必要とする複雑さから
もきているとも考えられる。同様のととはそのまま
分白 5Vても言われる。右の表の上・中 -下位群の
正答率の差がほぼ同率であるととは偶然性も多分K
if>ろうがー傍証になろう。また「対照的」の語の理
解の不足から誤答した生徒のいたととも考えられる。
しかし ，分囚 5の正答率は .囚〔の部分への
分図 3(2)の正答率
上位群 5 0 % 
中位群 4 3 %差 7 % 
下位群 2 1 "'も "22%
分回 5の正答率
6 2 a，も
56%差 6 % 
34%"22% 
応答率Kはるまり関係がない。上位群の 臼 fの部分K応答した生徒との直接の結果では ，答えのらん
があったのでどう Kか答えたい気持ちにな!?，しかも白〔の部分に「……昼間はやっていません。夜
だけです。Jと出てなtl，とれに暗示を得て答えたと述べた生徒もるり，中 ，下位群にもとのような考
えがはたらき，囚(の部分に応答した生徒の多かったととが推測される。 I該当する部分なしJ(1[応
答した生徒， 4 0人中 32人が分囚 5に正答し，囚〔の部分K応答した生徒41人中 13人が正答
であった。とのような傾向は一応応、当然の結果と
摘できる。
〔表 7)は分団 3(3)の結呆である。正答肢囚〔の部分への応答は 77で， (1)・(4)とともに一応正
答率は高いと言える。 しかし ，問題の指示文は「主として ，市場のせりの人々の動きを描いている部分」
とあり，容易に囚〔に応答できるものと恩われるが， 23人の生徒が誤容したのは前述したとかり，
文章全体をていねいに読んでいないととがその原因として第;.-.~てあげられる。つぎに回〔の部分K応
答した生徒はζの部分(ICrせりのかたまりの近づく先で」とあるととばにとらわれ ，指示文の「主とし
て…・・ …・・。」の読み取Dが浅かったからであろう。 との問題は，上位群K誤答者がひとりもなく，下
位群にいくほど誤答者が多くなっている。後にも述べるが，との問題に出てくる「せり」の意味の理解
のできない生徒がだいぶあP応答にかな!?D影響のあっただろうととも付け加えてなく。
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〔表 7) 
(3) 主として，市場のせPの人々の動きを描いている部分 正答囚
立と1 白 回 国 回 国 無答 計，. f一、 " r-¥ " 
上位群 24 (15) 24 (15) 
中位群 2 ( 1) 47 (26) 4 ( 3) 2 ( 1) 53 (3日)
下位群 2(口) 五(0) る(3) 6 ( 3) 6 ( 2) 23 ( 8) 
計 4 ( 1) 五(口) 77 (44) 10 ( 6) 6 ( 2) 1日 (53)
( )内数値は分白 5の正答者数
〔表 8) 
(4) 主として，市場の野菜の美しさ，新鮮さを描いている部分 正答回
立11回 回 国 囚 回 無答 計r一、 r-、 r一、 ，-一、 " 
上位群 2 ( 1) 22 (14) 24 (15) 
中 位群 1 ( 1) 51 (29) 1 (口) 53 (五日)
下位群 4 ( 0) 13 ( 6) 1 (口) 5 ( 2) 23 ( 8) 
計 7 ( 2) 86 (49) 1 (口) 1 ( 0) 5 ( 2) 1日 (53)
_ーi
〔表 8Jは分図 3(4)の結果である。後の生徒の感想文にも多く出てくるが，野菜の新鮮さ ，美しさ
κついては ，大部分の生徒が関心を示して会!:J，ζの部分κついては印象深く読んだものとみられ ，
団〔の部分への正容が86人とたいそうよかった。ただし，囚〔の部分の儲と菌学生との会話の
内容からか，回〔の部分K応答した生徒が7人いた。
⑤ 調査問題回 5の考察のまとめ
以上の調回 5の問題についての分析的問題 回 5，図 3(1)・(2)・(3)・(4)の結果と，付帯調査を行
なった結果の考察をまとめると，つぎの二つのととがいえる。
a 出題のねらい， r文章の中κ害かれている情景を読み味わう力Jの不足と，本文K具体的
K書ーかれているととがらが選択肢にはその制約上，抽象化されて述べられている ζとからくる誤答が多
かったととである。文章表現をていねいK読み味わう力の不足をとれまで数回述べてきたが， ζの問題
ではさら(1[，読んだととがらを抽象化する力の必要性を感ずる。 ふだんの文章の読みに会ける具体化と
抽象化の相互作用を生かした指導が要望される。特K大問団の中でζの問題の県の平均正答率が全国
平均に対して最も下回わったととからも強調したい。
b 結論的。ては基礎的な力の不足というととになろうが，本文，問題女，選択肢の文を正しく
関係的K読むカがほしいというととである。語と語 ，文と文 ，文章と文章の緊密な関係をていねいに読
み取る力を育てたい。一例をあげると， rあてはまらなL、」 などの否定的な指示文をかるく読みナどさ
.ないとと ，r夜J， r昼」などの語の表面的なつながりからのみ両者の関係を読んでいくという ζ とK
ならぬよう指導上留意していかなければならない。
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4 調査問題回 4について
との間湖は，はじめに述べたように「文章の中(引等かれている入閣の心情を統み昧わう力Jをみるね
らいで出題宗れたものであ!J.われわれがζの分析的研究で焦点をあてた問題である。したがって，生
徒のとの種の問題Vてついての考え方 ，つまずきの原因，さらUて出題のあり方などを究明し ，ひいては，
文学院文章の心情を読み味わう借導 ，評価のあり方などにふれるため ，調査問題囚今筒に限らず， 2 
年生の文学的文章K関する問題にもふれ ，総合的 ，対照的な方法を用い検討していく。
回
4 次のa，b，c，d，eの中には， (3)手ぬぐいかふ・りをした老婆の気持ちを表わしたものかこつあ
る。そのこつを組み合わぜたものとして ，次のどれがよい治、
〆a 自分が持ってきた野菜が高く売れないのでとまる。
J :野菜の印なる吋して均一ぃ
c 売れ残った野菜と見えないようK，よく i洗ってま?とう。
I d 野菜をきれいにふいて ，できるだ付よい値で売るう。
人E 手放すときまで，扱いに心をとめてたいぜつにしたい。
ア aとb イ bとc ウ cとd
エ dとe オ eとa
(1)応答 調査結果の 考察
応答本 ア 3 
N イ 3 
N ウ ι 
N コニ 75 
" オ 自
1/ アワ
無年寄
調囚 4のねらいをさらK問題に即して具体的に述べると ，本文回 〔の部分K普かれている老婆の
.c_，怖を試み味わう刀をみる問題である。全国の平均正答率は82. 1 %で高い結呆Kなっているc との正
答率は， 3年の全問題35問中 ，全面の場合は2番目f'(，本県の場合は 5番目K高いものである。
本県の正答率は 8o. 2 %で全国正答率工りはやや低いが会調査問題中では全国と同様高く，本抽出校
でも 78 %の正答率で他の問題K比べ高くなっている。後の考察でも述べるが1日日人中約8日人の正
答率では，誤答の20人についての考え方の分析はしκくい。付帯調査のとき担任教舗との話し合tハvc
も出たように，誤答した生徒は ，ほとんどが国語科のどの領域・分野の力令みても ，また他教科をみて
も力が劣っているために ，知能，あるいは能力の劣るととにその原因が帰結されやすい。
以上の正答率の上からの問題点をあげたが，最初から白 4の問題そのものについても二 ，宅の疑問
を感己たので次の観点から分析的研究を行な訟うとした。
a 生徒の文章の読み方考え方の実態をみる
b 文字 ・語句 ・文 ・文章の理解力と 囚 4のむ情を統み味わう力との関係
c 古いてあるととがらの理解力と回 4の心情を読み味わう力との関係
d 学校での国語手ト般の成績と囚 4の心情を読み昧わう)Jとの関係
E 生徒の環境ー性格と田 4の心情を読み味わうカとの関係
f 文章を概括し抽象する力と回 4の心情を読み味わうカとの関係
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(2) 分析的問題 国 4，国 l侶)，および 圏 と結果の考察
① 分 析的問題 国 4，図 1白)と結果の考察
分囚 4
次のa， b ， c ， d ， eの中Kは， (3)手ぬぐいかぶりをした老婆の安倍ちを表わしたものが二
つある。その二つを組み合わぜたものとして ，次のどれがよいか。「一一崎町…一 応答率 ア 1 ( 3) b 野菜の売P値をなるべく安くして，か客を喜ばせたい。 /1 イ 3 ( 3) 
< C 売れ残った野菜と見えないように ，よく洗つてなとう。 /1 ウ 2 ( 6) 
d 野菜をきれいにふいて ，できるだけよい値で売ろう。 /1 ヨこ 81 (78) 
手放すときまで ，扱いVて心をとめでたいぜっKしたい。 11 オ 5 ( 8) 
ア aとb イ bとc ウ cとd 11 アウ 1 ( 1) 
コこ dと巴 オ eとa 11 アオ
1/ e E 
1/ c e 
無答 2 ( 1) 
分図 1(3) 
白 の問題について ， 次の 1 から 3~までの聞いに答えなさ凶。
1 囚 の1， 2 ， 4の答えは ，それぞれ本文のどの表現から考えて選んだか ，本文のその節分
を仁コ の答え叫んに書き出ぜ。
β) 回 4の場合 囚 1，囚 2の場合は前K述べたので省略
己
分図 1(3)の問題は自由記述形式をとったので ，本文をあげ必答結果を類型別Kまとめた。
一ーーー ーー・・ーー・・..._._...・・・・ー・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー一-・・・ー.--.，..・ ・・ ・・ ..........ー・ー・・ ..一・.-....
本文(前文略)
@ @ 
せ D は ， この野菜の列の間で ， 一盛り-~ i?について行なわれた。 仲介入とでもいうべき男を中
はち
に， ねじ鉢巻きや線になったゃな屋たちがひとかたまりになって ，口々に他をせPながら徐々に
移動したc
@ 
ふと気づくと ，ひと Pの(3)子ぬぐいかぶりをした老婆が ，せPのかたまPの近づく 先で， ふとっ
たねが閣を一本-A;:;ffiぎれでふいていた。?れいに葎がれて ，みがききったように見えるねきF
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@ 
を，そのうえ日たぬぐっているのだっむ自分のねぎを引き立たれ少しでも高値でせり落とる:
む
せようと丹精しているのにまちがいはなかった。しかし，そうとばかりは言えなさそうだった。自
@ 
分の手で育てたねぎを今まさκ手放さんとして，最後の愛着を ζめているものとも受け取れた。牛
E 
や馬の仔を7ぢへ売りに行って ，別れに臨んで ，その毛並みをきれいに整えてやるのと同じ心理と言
えそうであった。
- .ー....，...... ・・ー ・ーーーー ー ー ーー・ーー ーーー ーー..................... ・ ーー・・ー ・ー ーー ・ー ーー ・・・'ー ーー ・ ............・ー・・・・・ー ・・..・ ... . 
文章中の③ ，@， ……..@は，引用文章中V亡分ける一文一文の順番を示す
[表 9) 分析的問題図 1 t 3の応答類型
類型 書 き 出 司、一 れ た 文 応答人数 分回 4正答人数
@ 自分のねぎを引き立たせて，少しでも高値でせり落とさ
せ工うと丹精しているのVてまちがいはなかった。
A む しかし，そうとばかPは言えなさそうだった。 4 7人 4 5 ノに
@ 自分の手で育てたねぎを今まさに手放さんとして，最後
の愛着をこめているものとも受け取れたの
@ ふと気づくと，ひとりの手仰 ぐいかぶりをした老婆が ，
せDのかたま Dの近づく先で ，ふとったねぎの白根を一本
B 一本布ぎれでふいていた。 1 7人 1 5人
@ きれいκ濯がれて，みがささったように見えるねぎを ，
そのうえにまたぬぐっているのだった。
@ せPは，との野菜の列の聞で，一盛P一盛!Jvてついて
行なわれた。
c @ 仲介入とでもいうべき男を中(1[，ねじ富巻きや裸伐つ 1 4人 ?人
プヒや合屋たちがひとかたまタになって ，口々に値をせPな
がら徐々に移動した。
.: 
@ 牛や馬の仔を市へ売tJl!L行って ，別れκ臨んで ，ぞの毛
D 並みをきれいに整えてやるものと同じ心理と言えそうでる 5人 4人
った。
E その他の文なよび無答 1 7人 8人
計 1 0 日人 8 i人
分析的問題国 1(おの応答類型A(@，①，@の文を書き出した生徒)は ，分囚 4の正答肢と内容
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が一致しでかi?，裏付けとして妥当であ!)， A類型の生徒は，分囚 4の凶谷でも 47人中全員lと近い
4 5人が正答している。
しかし，分団 4の正答者81人中， 3 1人がその裏付げとしてA類型以外の文を書き出したととに
ついては検討を要する。 A類零日以外の生徒31人中， 1 3人はB類型で.@，@の文を書き出している。
B類型の文には ，老婆の高値で売ろうとしている事がらや，愛着をとめている事がらレてついては霊まか
れてはいない。しかし ，作者が説明した老婆の心情のも とともなる具体的な行為については警かれγな
り .ζの具体的な行為を読み味わう ζ とを考慮すると B類型への応答も妥当と考えられるc あるいは，
乙の具体的な行為lととそ真κ老婆の心情を読み味わうときの読者の怨像 ，表象化のはたらさが生ずるの
ではなかろうか。 Bへの芯答数 17人の大部分 15人が分囚 4常正答したととでもわかるの
G類型の@，@を書き出した 14人の生徒中 ，分回 4の正答者が9人いる。 C類型の文は .老婆K
ついて書かれている部分'!Lフながる前文とはいえるが.B類型とは異なり ，走婆の心情について書いた
事がらとは関係がたいそううずい。ただぬき書きを省略して続く@.@…・・などk書かなかったのであ
れば別であるが。
D類型e::@の文を選んだ生徒は.'牛ゃ馬の仔を一一別れに臨んで， その毛並みをきれいに整えてや
るのと同じ心理と言えそうであった。 」の文中の「同じ心理J(1[注目し，老婆のねぎVて対する愛着の気
持ちを牛や馬を売る人の気持ちK託したものと考えられるの ζの考え方はB類型の生徒の考え方に似て
企り.分 囚 4も5人中 .4人正答で一応妥当と恩われる。
E類型の応答は，無答もしくは ，老婆の心情の害かれγいあ部分vcはほとんど関係がないといえる。
例をあげると ，老婆の心情の書かれている部分にある 「みがききったようκ見えるねぎJと， 回〔
の部分にある 「ねぎの白 .トマ トの赤，きゅうりの奇ー…ロ 」の野菜の名前が両者Vて述べてあるととか
ら応答したと考えられる生徒が数人いたととなどである。
調金問題の応答の際 ，本文の文章表現をていねいに説むととよりも.応答を急加だため ，選択肢の文
にとらわれ過ぎ ，な身よその見当で応答した生徒が多いとともわかった3 同様(1(分析的問題団 4 • 
図 1(3)の応答のときも本文と囚 4の選択肢とめ関係を考えたていねいな説みをしていない生徒も相
当数いた。とのととは ，後の商接調査の結果でも明らかKなった。
以上の囚 4の検討をとかして言えることは，調 ・分団 4の正答.誤答Kかかわらず ，生徒の文章
の読み方bてていねいきの欠けている ζとが指摘できる。とのととは，ただ単一に文面をたどり ，ていねい
に読むという表面的なととではなく， 語句， 文 ，文章相互の緊密な関係争考えて読み取らなければなら
ないという ζとである。
っき.(:[.との問題の全国平均正答率は G2. 1もで「ゃぎ しかった」と文部省の中間報告書にあるが ，
分析的問題の検討の結果，正答者 81人中 』約30人近 くのものが，応答の裏付けとなる考え方氏確実
さが欠けている。正答率をみるばかりでなく，応答の姦付けとなる生徒の文章の読み方 ，考え方までも
検討するととがたいせつであろう。このととから も.Qx式の問題についての欠陥が指摘できる。
与しヒ述べた結果の考察を考え合わせ，文学的文章の読み ，心情の把鋸などの指導 ，評価にあたりたい
と思う。
② 分析的問題圏と結果の考察
分 囚 4の老婆の心情を読み味わう力をみる問題は，ねらいにも示されているように .r文章の中に
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書かれている人間の心情を読み味わう力」をみるもので，本文の場合は回〔 の老婆の気持ちについて
作者が描いた事がらを正しく読み取ればできる問題である。 ζのととから分団 1(.討についでさらに .
団〔の部分の文章の詩句の理解力と老婆の気持ちの読み取Dとの関係をみるため次の ，分析的問題を
行なった。
。は正答肢 ，右の数値は調査対象者 10日人の応答人数を示す
分団 1(1)・(2)・(3)・(4)・(日
本文の回〔の部分を読んで， 1から5までの聞いに答えなさ凶。答えはア， イ，ウ ，エの中
から最も適当なものを，それぞれ一つずつ選んで，その記号をOで囲みなさい。
1 次の(1)から閉までのととばの蛍味としてどれがよいか。(7 M 〈ととをやめた 応答数
イ みがいてもきりがなかった 11 4 
(1)みがききった
ウ よくみがいてあった 11 ? 
@ もうみがかなくてもよいほどみがいてあった 1/ 8 6 
{~ア汀一ヨ引恥町……l仲川……い吋吋…て吋中まわつ 応答数 5 
@ りつばK見えるようにして 11 8 6 
(2) 引き立たぜて
ウ ¥r.でかけるようにして 1/ 
エ 自に見えるようにして 1/ 1 0 
i¥ ァ … 一る 応答数 1 0 @ 心を ζめてみがいている 11 8 5 
(3)丹精している
ウ 心をしずめてみがいている 1/ 4 
エ 心をいらだたせてみがいている 1/ 
(@制いいような惜しいような鮪ち 応答数 3 6 
イ かわいそうで同情する気持ち f/ 1 5 
件)愛 ?者
。 かわいくて心ひかれる気持ち 11 3 6 
エ かなしいようなさびしいような安神ち 11 1 3 
応答数 5 
@ 閉じ気持ち 1/ 8 4 
(5) 同じ心理
ウ 同じ心がけ 1/ 1 1 
エ 同じ苦しみ 11 2 
2 r少しでも高値でせり落とさせよう。」の意味として ，次のどれがよいか。
② f直だんを鏡わせて少しでも高い値だんに買い手をきめよう。 応答数 5 1 
イ 高い値だんのものを少しでも安くなるようκして客を喜ばせよう。 1/ 1 2 
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ウ 高い{直だんのものを少しでもまどくしてhって買う人をきめざぜょう。 応答数 4 
エ 少しでも高い値だんKなるようK競争させよう。 " 3 1 
無答 2 
3 「そうとばかDは言えなさそうだった。 Jのそうは何をさしているか。
ア ねじ鉢巻きの人々がいっしょうけんめいVC，野菜の値だんをきめていたζと。応答数
イ 手放すとき Kなって ，最後の愛着をとめていたとと。 " 1 5 、
ウ ぜりのかたま Pが近づいてくる先で老婆がねぎを注ぐっていたとと。 1/ 4 
@ 自分のねぎを引き立たせ ，少しでも高値で売ろうと丹精していたとと。 " 7 9 
無答
4 「別れに臨んで ，その毛並みをきれいκ整えてやるのと同じ心理… 一。」と書いてあるが，傍
線の部分は次のどれと同じ心理か。
ア 自分のねぎを引き立たせて少しでも高値でせP落とさせようとしていること。応答数 5 
イ
ζ 
牛や馬の仔を市κ売り出そうとして愛情を ζめて育てているととo 1/ 1 9 
。 自分の手で育てたねきPを手放すとき，ていねい('(ぬぐって，丹精しているとと。 H 7 4 
エ 野菜を青果市場へ売り出すために，野らから選んでいる ζと。 ι， 
無答 1 
5 「最後の愛着を乙めているものとも受け取られた。」の傍線の意味として次のどれがよいか。
ア ・…ー一 司 ・ー ーーーいるように感じられた。 応答数 8 
イ ………ー・………・・いるようKも考えさせられた。 1/ 1 5 
。 …ー…...・H ・..…… いるようにも感じられた。 1/ 7 3 
ヱ…....:...・………ーいるように考えられた。 3 
無答
老婆の心情を読み味わう力をみる問題分囚 4!'[対する生徒の文章の読み方，考え方を追究するため
分団 4の結果と照合しながら応答の結果をまとめてみる。
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分団 1の応答結果と分団 4の結果との関係 Aは分団 4の.iE答者 ，Bは誤答者
〔表 1日〕応答人数
の固κ囲ま
れた選択肢が
正答肢
a 分団 1
の結果と考
察
分 回11";1，本文
田 〔の部分の語句
の理解力と，老婆の
心情を読み取る力と
の関係、をみるため出
題したものである。
したがって出題した
語句は回〔 の内容
理解Kできるだけ関
係が深いだろ うと思
われる ものを選ん拡
ただし.分 団 2-
5で文の理解力をみ
分団 1の
各問題
(1) みがき
きった
(2) 引き立
たぜて
(3) 丹精し
ている
(4) 愛着
(5) 閉じ心
理
正A
誤B ア
A 1 
B 日
計 1 ， 
A 3 
B 日
計 3 
A 5 
B 7 
計 10 
A 129 
B 7 
計 I 36 
A 2 
B 1 
計 玉
るので ，ζ こでは語句を短〈して出題した。
選択肢 ・応答人数 A ・8の正 答率
小数点以下 4捨 5入
イ つ コニ 無答 計 。 50% 1日%
2 ι 72 81 90可。
2 5 14 19 匝-- 二b三三ヨ
4 ? 861 1百合 ( )内%はA-B (19%) 
庁7 6 81 ~o三三三百 | 
15 4 19 
長 子 子 n;弘三三三1 : I 
日土 10 10人U ( 1 3%) 
75 5 81 ~ 5% 
10 T 1 19 日ヨ 2%ヨ
! 85 4 1 10人0 (43%) 
11 301 11 81 7主%三三三弓
4 6 2 19 E三三67%三三1; 
15 36 13 10人日 ( 6%) 
ロZ 3 81 95%~ 1 
B 8 2 19 主主3%三三j
日土 11 2 T口J口t、 (52%) 
出題のねらいや実施にあたっての諸条件から次のととをふまえながら考察したととを述べる。
。問題は選択法κー ったもので選択肢相互の関係、を考慮しなければならないとと。したがって実施の
結果厳密K決穴し iGな ~A， ~ 1三(4)の場合は ，ア ，ウと もに正解とした ζと。
。語句 田 文 {I[ !守:ふ J~出題Kあたっては，本文の 回〔 の部品、を読んで…"'0 Jのよろに本文の中でそ
の語句な p 文なか l'}l~~ぶ?考斥るよう 指示したとと。
。選択肢の数は， ~~f.iþ さ ， 1 作成のむずかしさを考えて 4 つ陀し た。 したがって偶然性はある程度免
れないとと。 〔表 10トCわかるよ勺(1[.分団 1(1)-(5)までの正答率は 72 9もから 86%で ，全般VC
出題された語句についてはよ記の条件ではよ く理解していたとみてよν、(4)は他の問題κ比べ介由 4
C正答者 ( 以下A 群という ) の中でもだいぶ応答がちらばり イ ~'[ 1 0人 ，ヱに 11人応答.している。ぞ
れに比べ ，分 団 4の誤答者(以下B群という〕は他の問題ほど応答が分散しなかった。 ζのととは ，
もちろん選択肢の語句相互と「愛着Jの語との関候からどの選択肢もかなり「愛着」の意味内容をふま
えていた結果といえよう。 A群の生徒は〔表 11 Jのと訟D上位群ほど多くなってな!J，国 〔の部分
全体と関係的にみ .よく検討し， 想像をまじえたととから逆K分散したものとも考えられる。 エについ
ても同篠のととが言えよ%とのととは分 困 の感想文にも多くの生徒が 「かなしそうJiかわいそう」
などと述べていたととでもわかる。
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〔表 11 J 分団 4の応答結果 正答エ
ゐぞを ア イ ウ Z二 オ アウ アオ e c e 無答 計 正答率
上位群 23 1 24 95.5% 
中位群 1 48 3 53 90.5% 
下位群 2 1 1日 4 1 2 23 43.4% 
言十
， 2 81 5 1 1 5 2 100 
」一ー
(1)から(5)までの応答結果をみて特に注目されるととは ，A群とB群との正答率Kた凶そう開きのある
語句とあまり差のない語句とがらるととである。もともと A群にはB群よ Dも国語成績の上位群の生徒
が多く ，語句の正答率も A鮮が高いだろうととは当然予想される。しかし ，表 T口のグラフに示したよ
うに .A群， B群の正答率の差は ，(心のわずか 6%の差から(5)の 52 %の大差のあるものをである。調
A群 B群の正答率の差
(1) みがききった …......・ 19 qも
間引き立たせて 一一… ..1 3 % 
。)丹精している ・ー …・… 43%
(4) 愛 着 … ・ ・・・…・・ 6% 
(5) 同じ心理 …・ ・・……ー … 52% 
は後で述べる。
b 分回 2-5の結果と 考察
査対象生徒が10日人で ，しかも，選択肢の文の不備の点
のあるととを考え偶然性がまじP易〈速断はできないが ，
差の大きかった(3)の 「丹精している」と(5)の「同じ心理J
とは ，A . Bの差が大きく回〔の部分の正確な読み取D
K影響の大きい語句として考慮する必要があろう。その他
の(1). (2) ，仏)は，分 回 4の正答，誤45にはそんなに影響
が大きかったとはいい得なhょうである。 回〔の部分に
会ける「丹精J， i同じ心理」のもっている意義について
分囚 2-5は，本文回〔の部分の文の理解力と，分囚 4の老婆の心情を読み取る力との関係を
みるために出題したものである。分 団 lと向織に木文固〔の部分の内容理解κ関係が淡いだろうと
思われる文を選んだb分団 1よDも長いζとばの意味を問うたもので ，分 団 4との関係はよP密接
である ζとが予想されるものである。結果は[表 12 VL示したとなDである。特にめだったものKつい
て考祭する。
ア 21fCつν、て
2の正答率は 51%で対象生徒の約半数が誤答したこと('(なるo 誤答したものの大部分はエの 「少し
でも高い値だんになるように競争させようωJIて応答している。
との問題は抽出校の生徒の地域性を事前Vて考え ，公そらく相当の抵抗をもっているだろうと予測し，
しかも，老婆の心情を読みI床わう文章を正しく読み取るかなめともなる文とみて選んだ。との観点から ，
2の 「少しでも…・ せり落とさぜょう。」の意味が理解しにくく，しかも，との文の意味が理解できな
ければ，老婆の愛着をもちながら高値で売ろう とする気持ちのくみと Pは困難であろうとみたのである。
しかし ，正答肢アは， エよりもより正しい意味ではあるが，選択肢， エもアにかなり近い怠味を持っ
ていたためエK応答したものと思われる。
つぎκ，A群 ，BtI草陀かかわらず， イの選択肢lfC1 2名の約 T日%強の生徒が反応したととは ，やは
!)， rぜり」について理解しにくい ζとが地域性と関係の深いととを示してい工う。関誌の成績下位群
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〔表 12 ) 分GJ2- 5の応答結果と分団 4との結束の関係、
Aは分回 4の正答者 ，Bは誤答者
分回 正 滋択肢 目応答人数 A . Bの正答率
2 - 4 の問題 小数点以下4捨 5入
誤 ア イ ウ コニ 無答 計
，.一ー
日 5日% 10[% 
2 「少しでも高値でせり落とさせ A 46 ι 27 1 81 匡三E号 7生三=ヨ
ょう。 J B 5 6 3 4 19 巨亙亙弓
計 目L 12 4 31 2 10合 ( )内%はA_B(29九)
3 「そっとばかりは言えなさそう A 10 ロE 81 戸=ニ87弘三三r-I
だった。J B 5 3 ヲ 1 19 三三生]%三主
計 '5 4 LI2_ 1 101す ( 39%) 
4 刊Ijれ{と臨λで，その毛扱みを A 5 11 ロZ 1 81 に=ごB2弘云三ヨ | 
きれいIqさえてやるのとIhJじ心理
B 
(と言えそうであった。)と [-;:じ
2 8 B 19 戸 !_3佐ヨ
心理 計 5 19 I 74 オ 1口合 (39%) 
5 「最後の愛着そとめているもの A ι 14 59 2 81 三三竺 3奇L
とも受付取られた。 B 2 14 1 19 一 泊三ヨi
計 8 15 73 玉 1 1nす (2%) 
の生徒はもとよtJ.中位it'Fの生徒κも 12人中 5人加たζとでもうなずける。
イ 3 VLついて
3の文「そうとばかりはちえなさそうだった。」は，老婆が， I少しでも高値でせり落とさせようと
丹精しているのKまちがいはなかった。」の文を受付て .逆接する文「自分の手で育てたねぎを今まさ
に手放さんとして ，最後の愛着をとめているものとも受け取られた。 Jを統ーして分回 4の正答エの
d i… … よい値で売ろう。」と eI一一 ，Wいに心を ζめてたいぜつ』てした加。 Jとを結ぶ要点
になっている。
との問題の正答率は 19%で余かかね良好である。しかし，分白 4の正答者も含め 19%の生徒が
イK応答しているのが注目される。 イは， I手放すとき κなって，髭後の~着をとめていた ζと。 J で
「そう とばかり・…。」の後κ出てくる文でるる。 Iしかし，そうとばかPは言えなさそうだった。 J
としかしの逆援の意味を持つ穏に注意し， Iぞう」の指示する文を読み取る力が足Pなかったものと恩
われる。しかも ，イに応答した生徒は国語の成績の上位群T人 .中性君事1!r.7人もいた。とれらのととか
ら，i……まちがいはなかった。しかし ，そうとばかりは………。」などの文訟の一つ一つの詩句や文
A -$一一 iI 
相互の緊密な関係、を持つ意味把鑓iJ;.なされず ，ζの点、についての指導の必要性を感ずる。
つ 4 VLついて
4は「老婆の自分のねき'を高値κしたい安倍ちと変活を感じている気持ちとが入p組んだ複雑な気持
ち」の例ともなる「牛や鳥の仔を市へ売り K出す人の気持ち」の文によって老婆の気持ちの読み取りを
確かめようと したものである。
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E答率は 74 %で大体予想!どなPのできであった。との問題がわかることは ，老婆の気持ちの舎かれ
ている文章の限解がいっそう確かであるととであろう。 しかし.分回 4のA鮮κ11人 ，8群VC8人
と合わせ 19 %の生徒がイの「牛や罵の仔を首H'C売り出そうとして愛情とめて脊てている ととJ'1[応答
した。国語成績の中位群lτ 守人.下位主計ζ1 0人で，上位群にはひとりもいなかった。
上位群Kひとりも誤答者がいなかった ζとは，問題の指示文，選択肢チ正しく飲めばiE答できるととを
傍証していると思う。耐接調賓の結果Kよれば ，r同じ心理」のととばの意味がよく理解できなかった
と述べてるものが多かった ζとからも誤容のぬ肉が推察できる。 ζのイlて応答した住徒 19人中 .1 1 
人も分団 1(5)の「同じ心理」を誤答していたととでもうなづ付る。
エ 5K つ V~ て
5は前氏述へたように生徒の中には，語句ゃ，文相互の緊干告な関係を読み取れない者労Eかなりの数い
る乙とと f信後の愛着を ζめているものと も受付取られた。 Jの「ものともjの助詞の正しい理解が
分白 4の応答YC狩Ji;~していると忠われたことから出題したの
との問題の正答，.rは73 '}:じであるJ との問題は他の 2， 3 ， 4の問題と異なり ，A群とB群との正答
率の差がわずか 2'70でほとんf'f'l]来に近い。 A群中イ』て応答した生徒 15人中，凶語成績中 ・下位群の
生徒刀工半々で上位詳の生徒はひとりもいなかった。 しかし，疋~のウ 「……いるようにも感じられたJ
.!:;誤答イ「いるようにも考えさせられた」の問題文K対する語感のちがいを厳密に区別しにくいと忠わ
れる。たたし r.ー とも受け取られた」の語感は普通の場合は縫い意味陀肯定したものとして「・…
感じられた」の方がより妥当であゐう。とのような:志味vι使われた文中の「受け取られた」などに類す
る語惑は常に注窓して指導してまずく必要があろう。
以上のこと宜考慮しながら ，A群と B群との正答率にほとんど蒸がなかったととは，分囚 4の応答
κ余り影響がなかったともみられる。 出題の1趣旨を先に述べたよう 1(Cの文のEftみ取り方は分団 4の
応答Vとかなりの影締があるものとみたが，結果はむしろ反対になったようで;t~る。 ζのととは ， 続く
「牛や馬の仔を市へ売 IjK行つての心理と同じjという文を試み分回 4の応容にあたり誤っていた考
えを修正したからとも考えられる。
C 分析的問題回の考擦のまとめと， 調査問題 目 4の性格
[表 12 J (て図示した右傾1のA'Bの正答率をみると 2-5のそナぞれ同じ問題でA群と B，nとの正
答率の差が次1:示すように問題どとに大きな差のあるととがわかる。
A詳と B鮮の正答率の差の最も大きかったのは3と4である。'1可l乞も述べたと.J>'り選択肢の文を含め
た問題の内容と ，対象生徒が 10日人という限られた数であったととから ，偶然性と主観性がはいって
いる ζとはま抑がれない。しかし，司問題売同生徒集団に実施した条件内で以下考察を述べよう。
分回 2の差29%は問題の内容から考え分回 4の応答!I[影響する点でかなり大きのと患われる。
「ぜD落とさぜょう」
のことばは ，対象生徒の
地主主性をきえ抵抗が多く
分団 4の応答に大きな
影響を及ぼすものとみて
いたがある程度0)影響が
あったようであるの
分団 2- 5の A群， 8群の正答率の差
2 r少しでも高値でせり落とさせようJ.一……-…ー … ….29 % 
3 rそうとばかPは言えなさそうだった」 ・ー・ 一ー…………ー ・5宇%
4 r別れに臨んで，その毛抜みをきれいK縫えてやる……_..3 9 % 
のと同じ心理……。Jと同じ心理
5 r最後の愛着をとめているものとも受げ取れた」 …ー ……， 2 % 
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分目 2vc.比べ，分囚 3・4のA群 ，B群の差がたいそう大きく共vc3 9 0，らである。とのととは，
3 . 4の問題文が回〔の部分の老婆の気持ちを読み取る上Kたいせつな文でるる ζとを示して円ょう。
3の問題文「そうとー………。 Jは特に分回 4の正答肢エのdとeを選ぶべき要点、とも言えよう。
A群の生徒の王答率が2-5中最も高かったこともうなずける。
4の問題もその差が同様に大きかったが，この問題は ，分回 4の正答肢エのd.巴のうち特(!Leの
「手放すときまで，扱いに心をとめてたいせつにしたい」を選ぶ方K関係するた出せつなものと思う。
分団 2 ~ 5は，文脈の中での意味や用法の理解に関する問題であるが，意味・用法の理解と共vc.，
さらに拡大解釈すれば ，語句， 文， 文章相Eの緊密な関係を読み取る力をみる問題であるといえる。各
問題どとK具体例をあげ述べてきた文章の読み方Kついての指導をいっそう深く考える必要があると思
分析的研究の手順として大間から小間へと問題どと K結果の考察を述べたが，とれらの各問題が，個
々ばらばらlてなョて分巴 4の正答K導くものではなく分析的問題の考察で述べた各問題の相E関係、，
相E浸透のはたらきの結果正答できるものと思う。したがって一つの分析的問題を誤答した生徒でも必
ずしも分回 4を誤学専するとはか宗らないn その反面 ，多くの分析的問題を正答した生徒でも分団 4
を必ず正答するとともいhきれない複雑さをもっている。
分回 4を正答するためには，国(の部分κ書かれている ζとがらを正しく読み取れは一ょいととは
当然であるが ，次のようないろいろな文章及びその意味のからみ合いを理解しなければ左らない。
。rせl?JrせタのかたまりJr濯がれてJrみがききったJr引き立たせてJr高値J1せ り落と
させようJr丹精Jr今まさにJr手放さんとしてJr愛着をとめてJrものともJr受け取られた」
í~ljれに臨んでJ r毛並みJr整えてやるJr同じ心理Jr言えそうであった」などのw(の部分に
出て〈 るζ とばの意味す文脈の中で理解できるとと。
。rそのうえVとまたぬぐっているのだった。」
「少しでも高値でせD落とさぜょ うと丹精しているのにま らーがのはなかった。 」
「しかし，そうとばかPは言えなさそうだった。 」
「自分の手で育てたねぎを今をさ!(c手放さんとして ，最後の変着を ζめているものとも受け取られた。」
「牛や馬の{子を市へ売りに行って ，別れK臨んで，その毛並みをきれいに整えてやるのと同じ心理と
言えそう であった。」
などの文の理解が，回〔の部分の文脈の中で読み取れるとと。
。特に >iしかし ，そうとばかりは言えなさそうだったの」のd. eのあたかも矛盾しているような
老婆の気持ちを統一し，まとめてい〈文章の読み取りがたいぜつであるこ と。
。しかし，たとえっκ述べた文の理解が正しくなかったとしても> r牛や馬の仔を市・・・…一。」の文
を正しく理解すれば .ととまでの読み誤Dも訂正されること。
。さらVて，回〔 の部分の老婆の行為κついて書かれている「せりのかたま bの近づく先で・ …ー・ー そ
のヨえにまたぬぐっているのだった。」の二つの文を翫んで ，老婆の気持ちを選択肢とUてらみ合わせて
も正答でき得るとと などである。
i主lf:述べたように二 ・三の語句 ，文 ，文章を誤読したとしても ，他のi部分で誤った読み取りを訂正さ
れるよう Kなっているというととである。二段 ，三段がまえで生徒の読みをただ1...，最後に選択肢でさ
らに補って凶る感がする。 」 ζの問題は最後の段落が読み取れて凶ればできるのであって， 比較的やさ
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しいものといえようのjと報告蓄にあるとお・りであ9，そのやさ しさを了分析検討すると上記の工う注内
容をもっているからであると思う。
(3) 文学的文章 における心情を読み味わうことについて
との問題のねらいは， 2年の図 4と同様vci文章の中(疋舎かれている人間の心情を読みI!未わ う711
をみるとなっている。調査問題を見，その応答ーを検討しているうちKζの問題は2年生の問題と比べて
たいそうその内容が呉なり，文学的文章の心情を読み味わうととの本質から考えてもいろいろの向過を
感じた。それで，以下のζとについて述べてみたい。
ただし，ζの全国学力調査はペーパーテスト，客観テス トの方式によってかr>，多数の生徒を対象(亡
し，多くの問題tてよりその力をみようとしたものであるa との ζとか ら . この一つの問Jðのみをと ~1 .:t乙
げ調査問題と してのあD方Kついて述べるとと工りも，との問題のような文章をと公して実際の伝導に
あたり ，どのような配慮が必要かKついて述べる。文学的文章の心d情を読み味わうカをみるという観点
から ζの問題を検討したとき.つぎのような点について考えさせられたc
a 文章の中K警かれている心，情を読み味わうというよ Dも，本文回〔の部分の， 作者が老婆の気
持ちKついて奮いた事がらを論理的K読み取る問題U仁左っているのでは念いかというとと。
b 文章の冒頭から末尾までの文章全体から，豊かK ，多面的κ想像や心性を働かす問題では古:< ， 
わずか一部の文章の表面的な読みで解ける問題であるとと。
C 文部省の中間報告では ，r回 4は手ぬぐいかぶbをした君主婆の心情を読み味わう問題であって ，
正答率は82. 1 %で高い結果と念っている。との問題は最後の段落を読み取れていればできるのであっ
て，比較的やさしいものといえよう。 」と述べてhる。との問題は， 2年 図 4と同じねらいの問題で
ある。しかし ，2年の問題の指示文には， r…………・一作者が書とうとしたとと……ー……"0 Jとな
っていること，選択肢の文もそれを直訳的K解説した内容の文は本文にはなh とと ，応答κあたっては.
本文全体を読みとなさなければ正答できないとと ，以上三つの性格を持っている。 ζれK対して.3年
の問題では，指示文Kr…・……・・老婆の気持ちを表わしたもの …・・…。」 と述べ ，選択肢の交は， 作者
が老婆の心情について述べてしまった事がらと同じ内容の文で書かれてなり ，応答するとき Vては表現を
と卦して想像したり表象化したりしなくても正答できる。ただ ，さき (疋も述べたように応答するときに .
補足的な意味では売さ婆のねぎをみがく行為と .牛ゃ馬の仔を売る心理を述べているところで想、像ゃ表象
化が行なわれよう。 との点も合めて出題者が「文章に蓄かれている人閣の心情を読み味わう力」をみる
問題とされたのであれば ，それはそれなPでよいと思う。また 「心情を読み味わう力の基礎的な力をみ
る」とされたのであれば，それでもよい。われわれは ，人聞の心情を読みl床わう指導にあたり，本文を
扱うとき ，どのような扱い方が生徒の豊かで多面的な心性を伸ばすかを考えてみたいのである。
2年の図 4の全国平均正答率が 66.8%であるのに対して， 3年の 囚 4の場合は 82. 1 %と2年
と比べ大きな差があったととでも両者の問題の性格の異なることがうなずける。
d ， cで述べた 5年 囚 4の問題の性格と関連して ，その正答率は 82.1%と高<，誤答の生徒は
1 Z 9 %で〔表 17 )でもわかるように，級中での下位詳の生徒がほとんどをしめ ，とれらの生徒に防
どのよう念問題を出しても成績が悪いと結論しがち陀1.i:9，調査問題の応答調査だけでは上 ・中 ・下位
群それぞれの思考傾向をとらえるととは困難である。
以上述べた回 4の問題をとがして考えさぜられた文学的文章の心情を読み味わう指導上の問題点に
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ついての考察を述べる。
① 「文章の中vc書かれてい る人間c心情を読み味わう」 こ と陀ついて
回 4の老婆の気持ちを読み味わうという観点から本文回〔の部分の文章を分析検討すると 〔表
13)のような文章構造が考えられる。第一κ，国〔の部分の交の主体である老婆とその行為が囚
の部分に述べられ ，っき花それを見た作者の老婆!I(対する気持ちが圃回 -固の部分[吃解説されてい
る。そして国の部分では老婆が問分のねぎを高値でせP落とさせようとしているとと.固の部分で
は固とは対照的氏自分のねぎを手放すときの愛着をもっているととが畜かれ ，この固 ・回 の内容を
続ーする固の部分が中聞に書かれている。さらに ，国 .[Q.回の内容を裏付けるかのように国の
老婆の気持ちの比喰とも考えられるととがらが書かれている。
したがって .老婆の気持ちは ，ωの段階でま ず読者の想像Vとより ，(2)の段階では作者の老婆の気持ち
の解説によ!?，@の段階ではそれらをまとめるかのように牛や馬の仔を市κ売D出す人の気持ちと同じ
心理と言えそうであった。と三段がまえで老婆の気持ちを考えるζとができる構造になっている。
われわれは，調囚 4のねらいから考えるならば，U)の段階で老婆の気持ちを問うととが，ひと Pひ
〔表 13) 
lf. ふと気づくと ，ひとりの手ぬぐいかぶりをした老婆が 重-ー._....._・ ・ー岳・....ー.._.......・ ....・.....ー・・ー .ー.....噌・....~... . ... . . の 老 :老;
せりのかたまりの近づ〈先で 環
境 婆 :婆j
ふとったねきーの白根を一本;一本布ぎれてふ凶ていた 老 の 降)の ;一....ー-一一・ h 一一日司..一一一一一....一一."一日一一一一......-一一 一一ー-一一一一・ ‘ 婆 イ丁 :気，一きれいK濯がれて，みがききったよう K見えるねぎをそのうえにまた の :f誇老
ぬく.っているのだった。 イ丁
為
為 婆
①| の
気
B 自分のねぎを引き立た 区 しかし ， 巴 自分の手で育てたねきe 持老 作 一、v乙
ちせて .少しでも高値で そうとば を今まさbて手放さんと 婆 者
の iJ:; 
せP落とさせようと丹 降三争 かPは言防 して最後の愛着をとめ 気 害
精しているのVCまちが えなさそ ているものとも受付取 持 レち
いはなかった。 うだった られた ち た
老
z 婆 @! の
E そ 気牛や馬の仔を市へ売りに行ーって ，llJれK臨んで ，その毛並みをきれい の
比 持
[ζ整えてやるのと同じ心理と言えそうであった。 日食 ち
とDの生徒の想像，表象化をうながす，より望'iしい問題になると思うのであるυ との囚 4の問題は
作者が老婆の心情について解説した文章を説明的文章のように指導すればできる問題である。(@ ~的ねき山立はて少山高{…落と討ょうと丹精ω…ち…
なかった。」の文は
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lの一川町一一一κ@ r自分の手で育てたねぎ合今まさに手放さんとして最後の愛着をとめているものとも受取れた。」
の文は
(i) r手放すとき まで，扱いに心をζめてたいぜっ陀したい。 Jという選択肢eVC
内容を書きかえただけにとどまっている。したがって ，との囚 4の問領を解くときは ，上の ζとに気
がつき ，選択肢d. cの文の語句の意味がわかれば容易K正答できる。文学的文章の特質である「表現
を読むととによって心に感動をよびか乙し ，思考をはたらかせるJ必要はない。
とのととは、 さきの分図 1(3)の結果の集計 ，(表 12 Jを見ると明らかUてわかる。 白 4の正答肢
d . eの巌向け調査 ，r囚 4の答えは， 太文のどの表現かEコ考えて選んだか ，本文のその部分を
亡コの答えのらんに書き出せo Jの分析的問題K対して ，@ .@なよびとれら二つをむすぶ①仰
を書き出した 47人全員が囚 4を正答し.ついで@.@の文を選んだ 17人中 1:;人が正答し.@ ・
@を省主出した 14人中 1白人 ，⑪を書き出した 5人中 4人が正答であり .ζの老婆の気持ちの説明κ
関係うすく，しかも他の部分の文を書き 出した 17人中わずか 4人だ付が正答であった。すなわち ，@
・@の文の内谷と関係が弓すくなる内容の文を警き出した生徒ほど正答率が低くなっていく。
以ヒの分析的問題の結果の考祭 .回 4の問題のねらい ，本文の構造から，回 4の問題は多分にζ
とがらの読みの性格をもち ，説明的文章の読解刀調査に近いととを述べた。そとで ，よ り望ましい 「心
情を読み味わう力をみる」問題はどうあったらよいか，さらに ，ζのような文章の心情を読み味わう指
導はどうならなければならないかKついて以下述べる。
さきにも述べた よう (I[，われわれは ，との本文を指滋し.評価する立場からつきの分析的問題を行な
った。
分固本文の回[の部分の中で ，老婆がねき'を一本一本ふいているのを見て ， 作者ー は ，r自分
のねき'を引き立たせて ，〆1;>しでも両{査でぜり込とさせよう と丹精しているのKまちがいはなかった。
しかしそうとばかりは言えなさそうだった0 ・ー-一一jと書ρていますが，あなた自身は ，との老婆
はどんな気持ちでねきをめぐっているのだと思いますか。次の中から ，あなたの考えに最も近いも
のを一つだけ選んで，その記号をOで囲みなさい。
ア 白分が持ってきた野菜を少しでも高く売りたい安対寺ち。 1日人
イ 自分が持ってきた野菜を少しでもされ凶にして ，か容を喜ばぜたい気持ち。 8人
ウ 向分の持ってきた野菜が，高〈売れないので酒ったなという気持ち。 1人
エ 自分の持ってきた野菜が ，売れ残った野菜と見えないようf!rしたい気持ち。 2人
オ ζれまで自分の手で宵てた野菜なので.売るのが惜しい気持ち。 11人
@ とれまで自分の手で育ててきた野菜なので最後叱で手をかげてやりたい気t'rijo 品 8人
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〔表 14 ) 分団の凶答結果
命尽 ア イ ウ 二工 オ 力 無答 計
上位群 5 2 19 24 
中位群 5 T 1 8 39 53 
下位群 4 7 1 1 1日 23 
計 10 8 2 11 68 10日
lハ気持ち」を表現した選択肢 .ア ・ウ1:1 1人応答している。
分囚 4の問題を解答するKあたって生徒の気持ちが 「愛着」の方に強く動いたととがわかる。 ζの
分固の問題でカに応答した生徒の分団 4の応答をみると，上位群のカへの応答者 19人中 ，1 8人
が正答，中位群の 39人中， 3 7人が正答，下位群の 10人中 、4人が正答している。下位群の応答傾
向は，各分析的問題によってそのつど応答が乱れ傾向をとらえるととが困難であるので断定はしかねる
が，分回 4の正答者81人中大部分の生徒約 70人が力K応答しているととからも「愛着Jv(心ひか
れた生徒の多いととがわかる。しかし，ア・ウの「高値で売るJ意味を持っている方に応答した生徒が
11人いる。とのうち分囚 4の正答者は?人会9，残Dの2人はオを選んでいるととから，とれらの
生徒は多分に「愛着Jよりも「高値で売る|方陀心ひかれて応答したものと考えられる。
分固の感想文を見ると， カに応答した約 70人中，老婆の自分のねぎK愛着をもっているζ とを書
いた生徒が31人:;1;'.!J残Dの生徒は迄婆の心情にはふれてい左い。またア ・ウκ応答した 11人中肉じ
感想文κ了作者の言っているととはうそだ ，やはり老婆も商売をする人間であるから高〈売りたい気持
ちの方が強いたきまっている。」左どと強い語調で感i慢を述べている生徒が7人もいた。他の 4人は，
老婆の気持ちVてはふれなかった。
とのようVて，生徒はそれぞれ自分左.!Jvc応答Kあたり，それ相当の根拠を持っているのである。中に
は， r自分の家でも豚を売った」とか， rうちのばあちゃんも野菜を市場へ売り にいくJ，また， rう
ちでも野菜を作9.売っている」などと自分の身近な生活とひき比べて感想を述べている。乙れらの生
徒のう付とめ方は，との文章を読み味わう正しいあり方とは言い難いが，指導K際して十分，考慮する
必要がらろう。
との工うな生徒の自分なDの想像.連想などをたいせつに出させてとそ ，本文章の読み味わ凶方の話
し合いや，指導を正しい方向Kもっていけると思う。とうして ，ひとりひとりの生徒の豊かで多面的な
人聞や自然の正しい見方.考え方が育てられると思うのである。
① 「人間の心情を読み味わうJ力をよ b豊かに多面的κ伸ば‘すために
分団 4の問題では.報告書κもあるとな"r回 4は手ぬぐいかぶPをした老婆の心情を読み味わ
う刀をみる問題であって.........一'・・ ζの問題は最後の段落が読み取れていればできるのであって ・ー・。 J
と本文田〔の部分K書かれている ζとがらを読み取れていればできるととを述べている。しかし.わ
れわれが指導する場合にはできるなら文章のある部分だけでなく全体の文章をと診してよp豊かに多面
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的κ想像をはたらかせる指導をたいせつにするととが望ましいと思%との ζ とからつぎの分団を行
なった。
分団本文全体をとなして ，作者が書ζうとしているととはどういうととか。左のアからカまでの
文のうち，あなたの考えに最も近いものを一つ選んで，その記号をOで囲みなさい。
② 野らl吃直結した夜の青呆市場の野菜の新鮮な美しさと ，それらをめぐる人々の 5 8人
素?iな気持ち。
己
イ 野菜を売る老婆や，牛や馬の仔を売る人々のそれを手放すときの ，をじめで 5人
愛情とまやかな気持ち。
ウ 菌学生と作者との.しんけんで美しい心の通じあい。 2人
工 画学生や作者が ，百年かかっても寄りつけそうKはない野菜の新鮮さと美しさ。 16人
オ 画学生と作者とが，野菜などの色どりを，いきいきと ，絵κ表現しようとして 1 4人
いるしんけんな態毘
カ 夜の青果市場でのせりの様子や，ゃな屋たちのいそがしさ。 3人
無答 2人
分団の応答結果は〔表 15)のとなりである。
との複雑な文章をみじかい一文でまとめた選択肢にはいろいろと問題が多いと思われるが，生徒のと
の文章から感じ取るものはどんなととか，また，どんな感じ取D方をするかをみるためK作成したもの
である。
作成Vてあたって，一
応アを正答と仮定して
出題したが，結果はや
はりアに多くの生徒 2
5 8人が応答した。 ア
の選択肢の内容には，
青果市場~<bる新鮮な
野菜をめぐって，美し
〔表 15) 分団の応答結果
々々 ア イ ウ
上位群 18 
中位群 29 5 
下位群 11 2 
計 58 5 2 
エ
2 
11 
3 
16 
オ カ 無答 計 正答率
5 1 24 75日%
8 53 54.7% 
3 2 2 23 47.8% 
14 3 2 100 58.0% 
さや素朴さに大きな関心をよぜている作者 ， また，しんけん~それを絵に表現しよう としている画学生，
野で働き野菜を売って生活していると曹、われる老婆，市場K働いているせDの人々ややか屋などさまざ
まな個性をもった人間と自然とがなPなす多綴なものがもられている。
このような複雑で多面的なものを抽象して選択肢を作成したので ，調囚 5などの問題と同様にとの
点からくるむずかしさがあったろうと恩われる。 アへの応答率や .上・中 ・下位群の応答分布からみて
アが妥当と言える。
っき'~応答の多かったエの 1 6人 .オの14人 ，イの5人は ，いずれもアの内容を述べたときと5あ
げた「画学生と作者J~関するとと . r老婆JVC関する ζとに限られた文であり，何か断片的な感じ方
をしているととは否定できない。ことで特にめだったととは ，老婆に関するととよPも菌学生もしくは，
作者ーに関する選択肢の方によ D多くの生徒が応答したととである。
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ア以外の選択肢K応答した生徒については，文章を自分の身近な生活や興味関心Kとらわれた目で読
み易いととに注目する必要がある。もっと文章の表現K即し .書かれている事がらのよ D多くの内容に
着目し，早急に決論づ灼ーず，賞かK多面的に読み取る力を養う必要がある。 一方 ，感想文にもあらわれ
たよう K一つの文章のいろ同ろの内容についてひとりひと Pの生徒が着目している ζとも忘れてはなら
ず，指導Uてないては， ζのような生徒の様相を早くとらえ話し合いや指導によって生徒の着目したとと
について文章の表現と照応さぜ，速断せず ，多面的な見方，考え方をもと Kし生徒に豊かな間接経験を
体験させ ，生徒の心の変革を図るととがたい
せつであると思う。
ζの文章を読んでの生徒の感iW文を分析す
ると.[表 16 )のよう Kな!:l.老婆は謂査
問題VιしtJしば引用されたので先入観もはい
っていようが，野菜，画家，作者，百姓，ぜ
Pの人たちと多方面K関心を示している。
っき-にこの文章を読んで生徒が強〈感じ取っ
たζとがらを類型別にまとめると〔表 17 ) 
のように，各人各様に想像や表象化を行なっ
ているととがわかる。とのよう K多面的で，
〔表 16 J 
最も印象深かったものと してあげた内容
0 老婆に関するもの・・・一……・… . 6 7人
9 野菜の新鮮さ美しさK関するもの … 5日人
o 市場の様子に関するもの-…………..3 5人
o 百姓やや沿屋の労働κ関するもの … 15人
o 画家や作者K関するもの ・・………… 23人
o その他……- ー一ー… ・・…・10人
人数は延べ人数
しかも豊かに表象し得る教材によって，いろいろの角度から生徒の想像を働かせ経験を広め人間や自然
の見方，考え方を深めていくととがたいせつである。〔表 17 Jの感想は 1日日人の生徒が述べたもの
を，一応類型男りにならべたのであ9.項目によっては数人の生徒が重複している。とれらの感想、をみる
〔表 17 J 
0 老婆の野菜に対する愛情』てうたれたの
O 自分もとんな美しい野菜のある青果市場へ行ってみたい。
0 客を喜ばせようとしている定婆のあたたかい心(fC!感心した。
O 自然、の美しさと ，人閣の愛情の美しさに感銘した。
0 一人前の絵かき Kなるととは並たいていのととではできない。
O われわれもとの老婆のように物宏たいせつにと Dあつかうべきだ。
0 苦労するととは ，函家 ，百姓を問わず人聞にとってはたいせつなζとだ。
O 物を作る人々のζとばで言いあらわぜないほどの喜びのあると とを知Pうれしかった。
O 青果市場の美しさが131'(浮んでくるよう払
O 人間以外のものもたいせつUとする世の中にしたい。
O 人聞は自分本位の考え方をするものだから.老婆もねき、を高〈売りもうけたいはずだ。
O 市場ではとんなKも競争するものか，老婆や働く人々がかわいそうだ。
0 野菜売Dも牛売:.!?もとんなに苦労して売るのかと思うとうんざPする。
O 自分の子を母が愛するようにねぎをかわいがっているのがほんとうの人閣の姿ではないか。
O 自分も野菜を絵陀警とうと思うが，思うよう陀きれいな色が出せない。
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0 画学生のまじめな表現意欲には感心した。。との人々のようκ自分もまじめに仕事Kはげみたレh
O 野菜を作るのは百姓だけ陀与えられた喜一びだ。
0 作者の様陀鋭い巨で物事を見たい。
0 作者と画学生の美しさに対する熱心さ ，芸術家の熱心さK感心した。
0 高値で売ろうとする考え方は患い。入閣が信じ合うならとんな考えはなくなる。
O 野菜の美しさを考えると百姓も Dっばな芸術家だと思う。
o ifを流して野菜を作る百姓の姿が自に浮かぶ。
0 常K食べている里子葉を売る人たちの心がわかりありがたく思った。
0 子どもがな金K因っているので高く売ろう とみがいている。肉体労働の所産を高〈売りたい。
O 老婆の気持ちは愛情をこめているのか .高く売りたいのかよくわからない。。夜九たちの市場も老婆のいる市場のよう Vてきれい在野菜を売ってほしい。
と，多面的に感想を述べているが，もちろん，自分の身近な生活とひき比べ，あるいは自分なりの興味.
関心にとらわれているもの，鑑賞的 ，道徳的立場にまで立って述べているものもある。しかし， ζれが
との文章を読んでの生徒のちDのま Lの受け取り方だとしたら ，われわれはとれらの生徒を指導するた
めの教材観と指導のあり方をこれUてそって検討しなければならない。直ちに道義的K物事を見よろとす
る生徒，身近な生活と比べて考える生徒，芸術的な面のみを追究する生徒.否定的な見方をする生徒等
さまざまである。とれらの中から，少なくとも ，との文章の表現に即して発想したとらえ方や， との
文章のいろいろの内容にふれているものをたいせつにし，文章全体から読み取ったものを中心に話し合
いなどによp指導していきたいと思うのである。
W ま と め
。調査問題回 1・2・3・5・4と考察を行なってきたが，各問題の考察で述べたよう に，今後の
指導で最もたいせつlてしなければならないととは ，語なり ，勾なjJ，文なりがもっている文章中(乏なげ
るはたらき ，別なととばで言えば語感を正しくとらえさぜるととである。 I巧みVCJと「いきいきとJ
と「美しく Jの各語は，絵に表現するととKついての修飾語として似たような意味をもっていると思わ
れる。しかし，とれらの似ていると思われる各語は，文章の中で他の語と緊密な関係をもって表現され
たとき ，非常に異なったはたらきをもつのである。辞書的な意味ではな<，文章の中で，他の語との関
係、のもとに具体的にとらえさせるととを強調したいのである。
0 つぎにたいぜつな点は ，語句と詩句，文と文，文章と文章の関係を表面的にではなく ，内定言的にと
らえた読み取り方の指導である。
との調査問題に例をとると， 囚〔の部分の会話形式の文章.表現をていねいに読んでいるならば，画
学生の新鮮な慨を絵K表現しよう としている苦心がわ刃寸，回 〔の部分のにコ κ入れるととば
は選びやすく，また， Iかれが，たとい百年かかってもよDつけそうにはない美しさだった」の内容理
解もできるはずである。
問題の指示文に野菜の色が出ていたから ，選択肢も野菜の色に関係したものを選ぶと凶うような表面
- 46-
的な関係把握だけκ目をつけた指導になわらぬよう留意しなければならなν、
。第三Kは.さきにも述べたように ，文章のすじを追うととよりも ，語と語，諮と文，文と文宣伝など
の関係をみる指導をたいせつにしたいというととである。 乙れについても調資問題の例をあげると，
白 5で述べたように ，本文はもちろん ，問題の指示文，選択肢の文を考え合わぜた今え ，さらに本文
をていねいに読む指導をするととである。 ζのととは調査問題の解き芳に例をとったのであるが，平素
の指導K上のような考え方をふまえて指導していきたいととをいうのである。
o 以上の基本的な力をつけて念いてこそ，っき・の文学的文章を読み味わうととも正しくできると思う。
心情を銃み味わうととについては ，調囚 4で述べたのでさらK詳述はしないが，との文章では，自
然の美しさと， いろいろな人聞がなりなす，芸術性，教育性 ，道徳性，生産性をもつものが統一された
姿で生徒にとらえられ ，それκよってひとりひと pの生徒の人聞の心性が変革される指導でありたい。
単に老婆がねぎK愛芳をもっているなどのととが，かうむ返しのように生徒から応答してくるのみ
のt鱒は注玄すべきであろう。そこ1町立，生産の喜びもあり ，また高値で売ろうとする心のはたらくと
とも当然考えられるであろう。作者は単1'(，野茨や老婆の心の美しさを表現しようとしているのだとい
う作品の解釈κとどまらず，より多面的に ，教脊的な副主らも ，また生産的な耐sらも考えて指導して
いきたいと持、うのであるη
(沢田 勉)
- 4 7ー
